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代
理
意

思
に
つ
㌧、

て

林
　
脇

ト
　
シ
　
子

八七六五四三二一
課
　
　
　
題

代
理
行
爲
の
成
立
と
代
理
の
効
力
の
爽
生

民
法
九
九
條
一
項
、
『
○
○
條
本
丈
お
よ
び
但
書
の
場
合

問
題
の
設
定

商
法
五
〇
四
條
の
場
合

問
題
の
展
開

最
近
の
一
學
読
－
代
理
意
思
不
要
論

展
　
　
　
望

　
法
に
お
い
て
意
思
が
問
題
と
な
る
と
き
、
そ
の
意
思
は
ど
の
よ
う
な
形
で
現
わ
れ
る
か
。
意
思
表
示
に
お
け
る
意
思
の
客
観
化
、
住
所
決
定
に

つ
い
て
の
意
思
主
義
と
客
観
主
義
の
封
立
、
占
有
意
思
論
争
、
債
権
の
特
定
・
不
特
定
に
つ
い
て
の
意
思
の
關
與
等
、
大
小
様
々
な
問
題
が
提
起

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
一
連
の
間
題
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
代
理
意
思
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
み
た
い
。

　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
コ
ニ
五
）



代
理
意
思
に
つ
い
て

二

（
三
一
六
）

二

　
人
は
、
原
則
と
し
て
、
自
己
の
意
思
に
基
い
て
の
み
、
構
利
を
取
得
し
ま
た
は
義
務
を
負
捲
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
近
代
法
の
根
本
原
理
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
人
は
、
他
人
の
意
思
に
よ
つ
て
、
営
然
に
、
椹
利
を
取
得
し
ま
た
は
義
務
を
負
捲
す
る
こ
と
は
な
い
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

た
が
つ
て
、
人
が
他
人
の
意
思
に
よ
つ
て
法
律
効
果
を
受
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
根
擦
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
代
理
人
“
表
意
者
の
意
思
に
基

い
て
本
人
に
直
接
に
法
律
効
果
が
生
ず
る
と
す
る
代
理
制
度
に
お
い
て
、
こ
の
根
接
を
な
す
も
の
は
、
本
入
の
代
理
人
に
封
す
る
授
穫
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
授
椹
は
、
代
理
の
効
力
要
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
民
一
一
三
－
参
照
）
．

　
代
理
の
効
力
が
震
生
す
る
た
め
に
は
、
代
理
行
爲
の
存
在
が
そ
の
前
提
要
件
と
さ
れ
る
。
代
理
行
爲
の
成
立
に
は
、
ま
ず
、
現
實
の
意
思
表
示

が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
代
理
行
爲
に
お
い
て
は
、
こ
の
意
思
表
示
は
代
理
人
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
（
民
九
九
1
）
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

人
に
よ
る
意
思
表
示
の
存
在
は
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
か
。
人
肪
表
意
者
は
、
代
理
人
と
し
て
（
効
果
は
本
人
に
帰
属
す
る
）
の
み
で
な
く
、
本

人
と
し
て
も
（
効
果
は
表
意
者
自
身
に
飾
属
す
る
）
意
思
表
示
を
な
し
う
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
或
る
入
に
よ
つ
て
な

さ
れ
た
意
思
表
示
が
、
代
理
人
と
し
て
の
意
思
表
示
で
あ
る
か
本
人
と
し
て
の
意
思
表
示
で
あ
る
か
が
決
せ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
、
別
段

の
理
由
が
な
け
れ
ば
、
意
思
表
示
解
繹
の
理
論
上
、
意
思
表
示
は
表
意
者
自
身
に
効
果
を
蹄
属
さ
せ
よ
う
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
解
繹
さ
れ
る

　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

の
が
一
般
で
あ
る
。
代
理
行
爲
に
お
い
て
、
こ
の
別
段
の
理
由
と
な
る
の
が
、
表
意
者
に
お
け
る
代
理
意
思
の
表
示
で
あ
る
。
こ
の
表
示
が
代
理

行
爲
を
他
の
行
爲
か
ら
雇
別
す
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
人
の
意
思
表
示
と
は
、
そ
の
意
思
表
示
の
効
果
を
本
人
に
麟
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
を

示
し
て
な
す
意
思
表
示
で
あ
る
（
民
九
九
1
）
。

　
上
述
の
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
或
る
意
思
表
示
が
代
理
行
爲
と
し
て
成
立
す
る
か
否
か
は
、
そ
の
意
思
表
示
の
内
容
に
表
意
者
の
代
理
意
思
が
表

示
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
よ
る
。
こ
の
表
示
が
あ
れ
ば
、
外
形
的
に
、
代
理
行
爲
の
成
立
を
認
め
う
る
。
こ
こ
で
は
、
實
際
に
表
意
者
に
代
理
意



思
恭
あ
る
か
ど
う
が
は
間
題
と
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
代
理
行
爲
か
ら
代
理
の
効
力
が
生
ず
る
の
は
、
代
理
人
が
本
人
の
法
律
關
係
に
攣
動
を
及

ぼ
そ
う
と
す
る
意
思
表
示
を
す
る
と
き
に
、
法
が
こ
れ
を
認
め
て
そ
の
効
果
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
授
権
と
結
び
つ
い
た

と
き
に
代
理
の
効
力
を
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
の
効
力
は
、
代
理
人
の
代
理
の
意
思
表
示
の
結
果
與
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
一
般
の
意
思
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
じ
　
　
む
　
　
む

示
理
論
を
基
礎
と
し
て
考
え
れ
ば
、
極
端
な
表
示
主
義
が
と
ら
れ
な
い
限
り
、
表
意
者
の
代
理
意
思
の
存
在
が
代
理
の
効
力
の
獲
生
を
左
右
す

る
。
こ
の
意
昧
で
、
代
理
人
に
お
け
る
代
理
意
思
の
存
在
は
、
本
人
に
よ
る
代
理
椹
の
授
與
と
並
ん
で
、
代
理
の
効
力
要
件
で
あ
る
と
老
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
代
理
行
爲
に
お
い
て
も
、
意
思
表
示
一
般
に
お
け
る
と
同
様
に
、
表
意
者
の
代
理
意
思
は
内
心
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
表
示
さ
れ

る
こ
と
を
要
す
る
。
法
律
は
こ
れ
を
「
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
示
シ
テ
」
と
い
う
要
件
を
設
け
て
規
定
し
て
い
る
（
民
九
九
1
）
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
代
理
意
思
の
表
示
は
、
代
理
に
お
い
て
二
重
の
意
味
を
も
つ
。
一
つ
は
、
代
理
行
爲
の
成
立
要
件
と
し
て
の
代
理
意
思
の
表
示
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
、
内
心
の
代
理
意
思
の
存
否
に
か
か
わ
り
な
く
、
外
形
上
そ
の
表
示
が
あ
れ
ば
足
り
る
。
他
の
一
つ
は
、
内
心
の
効
果
意
思
の
表
示
と

し
て
代
理
の
効
力
登
生
に
關
し
、
こ
こ
で
は
、
意
思
表
示
理
論
一
般
と
同
様
に
、
内
心
の
意
思
と
表
示
の
合
致
．
不
合
致
が
問
題
と
な
る
。

（
1
）
　
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
に
お
い
て
も
、
第
三
者
“
受
盆
者
の
椹
利
の
嚢
生
は
、
第
三
者
の
債
務
者
“
諾
約
者
に
封
す
る
受
盆
の
意
思
表
示
に
か
か
つ
て

　
い
る
（
民
五
三
七
1
）
。
但
し
、
保
瞼
（
商
六
四
八
後
段
・
六
七
五
－
本
丈
、
簡
保
一
〇
）
、
郵
便
年
金
（
郵
年
七
）
、
信
託
（
信
託
七
本
丈
）
で
は
、
當
事
者
の
契

　
約
で
第
三
者
に
當
然
に
穫
利
を
取
得
さ
せ
る
。
ま
た
、
債
務
の
消
滅
に
つ
い
て
は
、
債
務
免
除
の
よ
う
に
、
受
盆
者
”
債
務
者
の
意
思
を
顧
慮
し
な
い
例
外
も
あ

　
る
（
民
五
一
九
）
。

（
2
）
　
こ
こ
で
は
、
代
理
人
が
意
思
表
示
を
な
す
積
極
代
理
（
民
九
九
1
）
に
つ
い
て
考
え
、
代
理
人
が
意
思
表
示
を
受
領
す
る
漕
極
代
理
（
民
九
九
E
）
に
っ
い

　
て
は
ふ
れ
な
い
。

（
3
）
　
代
理
の
効
力
の
基
礎
に
つ
い
て
、
本
人
行
爲
説
、
共
同
行
爲
説
、
代
理
人
行
爲
説
が
主
張
さ
れ
、
箏
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
面
の
理
由
を
も
っ
て
い

　
る
。
第
一
の
も
の
は
、
本
人
の
意
思
に
よ
ら
ず
に
本
人
に
法
律
効
果
を
生
ず
べ
き
で
な
い
と
す
る
前
提
か
ら
、
代
理
人
の
行
爲
を
本
人
の
行
爲
と
擬
制
し
て
い

　
る
。
第
二
の
も
の
は
、
代
理
の
効
力
の
基
礎
に
本
人
の
代
理
人
に
封
す
る
授
椹
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
本
人
の
代
理
人
に
封
す
る
意
思
と
、
代
理
人
の
相
手
方
に

　
封
す
る
意
思
と
の
結
合
で
効
力
を
生
ず
る
と
み
る
。
今
日
の
通
論
で
あ
る
第
三
の
も
の
は
、
行
爲
は
純
粋
に
代
理
人
の
行
爲
で
あ
る
が
、
そ
の
効
果
だ
け
が
本
人

　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
（
＝
二
七
）



　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て

　
に
蹄
驕
す
る
と
い
う
代
理
制
度
自
膣
に
代
理
の
効
力
の
基
礎
を
求
め
る
。

（
4
）
　
豫
め
注
意
し
て
お
く
な
ら
ば
、
代
理
穫
の
存
在
は
代
理
の
効
力
要
件
で
あ
る
か
ら
、

（
5
）
　
我
妻
榮
「
民
法
総
則
」
（
現
代
法
學
全
集
所
牧
）
三
四
八
頁
滲
照
。

四

（
三
一
八
）

代
理
人
の
観
念
は
代
理
穫
の
有
無
に
關
係
し
な
い
。

三

　
民
法
九
九
條
一
項
は
、
代
理
人
が
代
理
構
を
有
し
て
い
る
場
合
に
、
「
代
理
人
力
…
…
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
示
シ
テ
爲
シ
タ
ル
意
思
表

示
ハ
直
接
二
本
人
二
封
シ
テ
其
効
力
ヲ
生
ス
」
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
法
律
が
、
原
則
と
し
て
、
代
理
行
爲
が
成
立
し
、
代
理
の
効
力

を
生
ず
る
に
は
、
上
述
の
二
重
の
意
味
で
、
代
理
意
思
の
表
示
を
要
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
射
し
、
例
外
と
し
て
、
代
理
意
思

が
表
示
さ
れ
な
く
て
も
（
表
示
上
の
効
果
意
思
と
し
て
現
わ
れ
て
い
な
い
）
、
表
意
者
の
内
心
的
効
果
意
思
で
あ
る
代
理
意
思
の
存
在
を
相
手
方

が
知
り
ま
た
は
知
る
こ
と
を
う
べ
か
り
し
と
き
は
、
代
理
行
爲
の
成
立
に
準
じ
て
取
り
扱
い
、
代
理
の
効
力
を
獲
生
さ
せ
よ
う
と
い
う
熊
度
を
法

律
は
と
つ
て
い
る
。
こ
れ
が
民
法
一
〇
〇
條
但
書
の
「
相
手
方
力
其
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
叉
ハ
之
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
ト
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ハ
前
條
第
一
項
ノ
規
定
ヲ
準
用
ス
」
の
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
「
代
理
人
力
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
示
サ
ス
シ
テ

爲
シ
タ
ル
意
思
表
示
ハ
」
、
「
相
手
方
力
其
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
叉
ハ
之
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
ト
キ
」
で
な
け
れ
ば
、
代
理
人

が
「
自
己
ノ
爲
メ
ニ
之
ヲ
爲
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
徹
ス
」
（
民
一
〇
〇
本
丈
）
。
以
上
が
、
民
法
九
九
條
一
項
、
　
一
〇
〇
條
本
文
お
よ
び
但
書
に
み
ら

れ
る
代
理
行
爲
の
成
立
お
よ
び
代
理
の
効
力
襲
生
に
關
す
る
民
法
の
立
場
で
あ
る
。

　
以
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
を
意
思
表
示
理
論
一
般
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
と
き
、
亥
の
こ
と
が
い
い
う
る
。
主
と
し
て
、
代
理
の
内
心
的
効
果
意

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

思
と
表
示
と
の
間
で
、

ω
　
代
理
意
思
が
あ
つ
て
そ
れ
に
相
鷹
す
る
表
示
が
あ
る
場
合
　
　
代
理
行
爲
は
成
立
し
、
代
理
の
効
力
が
生
ず
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

⑧
　
代
理
意
思
淋
あ
つ
て
そ
れ
に
相
鷹
す
る
表
示
が
な
い
場
合
　
　
原
則
と
し
て
代
理
行
爲
は
成
立
し
な
い
。
但
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
⑧
　
　
「
相
手
方
力
其
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
叉
ハ
之
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
」
場
合
　
　
な
お
代
理
行
爲
の
成
立
に
準
じ
て
考

え
る
（
民
一
〇
〇
但
書
）
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
場
合
に
は
一
〇
〇
條
但
書
の
規
定
を
ま
つ
て
代
理
の
効
力
が
論
ぜ
ら
れ
る
。

　
㈲
　
代
理
意
思
の
表
示
が
な
い
た
め
、
相
手
方
が
そ
の
代
理
意
患
の
存
在
を
知
ら
ず
ま
た
知
る
こ
と
を
う
べ
き
で
な
い
場
合
　
　
原
則
の
場
合

で
あ
つ
て
、
代
理
行
爲
と
し
て
は
成
立
し
な
い
。
こ
の
行
爲
が
法
的
に
ど
の
よ
う
に
評
償
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
効
力
を
も
つ
か
は
、
場
合
を
分
け

て
老
え
る
こ
と
を
要
す
る
。
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
行
爲
は
意
思
表
示
解
繹
の
理
論
上
表
意
者
自
身
に
効
果
を
齢
属
さ
せ
よ
う
と
し
て
な
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
（
5
）

の
と
解
繹
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

　
qり
　
表
意
者
は
代
理
行
爲
と
し
て
の
表
示
を
す
べ
き
で
あ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
知
ら
ず
に
代
理
行
爲
と
し
て
の
表
示
を
し
な
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
6
）

た
と
い
う
場
合
で
あ
れ
ば
、
一
般
に
は
、
錯
誤
の
主
張
の
許
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
行
爲
は
、
原
則
と
し
て
、
全
く
効
力
を
有
し
な
い

（
民
九
五
本
丈
。
但
し
、
表
意
者
に
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
ぎ
は
、
表
意
者
自
ら
無
効
を
主
張
で
き
な
い
〔
同
但
書
〕
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

そ
の
行
爲
は
代
理
行
爲
と
し
て
成
立
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
代
理
の
効
力
の
生
じ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
表
意
者
自
身
の
行
爲
と
し
て
の

効
力
も
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
般
理
論
に
封
し
、
錯
誤
の
主
張
を
封
じ
て
い
る
の
が
一
〇
〇
條
本
文
で
あ
り
、
そ
の
行
爲
は
代
理
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
自
己
ノ
爲
メ
ニ
之
ヲ
爲
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
徹
」
し
て
い
る
。
こ
の
一
〇
〇
條
本
文
の
規
定
の
結
果
、
表
意
者
自
身
の
行
爲
と
し
て
の
効
力
が
確

　
（
8
）

定
す
る
。
こ
れ
に
封
し
、

　
㈲
　
表
意
者
は
代
理
行
爲
と
し
て
の
表
示
を
す
べ
き
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
代
理
意
思
の
表
示
を
し
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
心
裡
留
保
の
問
題

が
生
じ
、
心
裡
留
保
の
規
定
に
よ
つ
て
も
、
表
意
者
自
身
の
行
爲
と
し
て
の
効
力
が
確
定
す
る
（
民
九
三
本
文
）
。
但
し
、
九
三
條
但
書
で
「
相
手

方
力
表
意
者
ノ
眞
意
ヲ
知
リ
叉
ハ
之
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
ト
キ
ハ
其
意
思
表
示
ハ
無
効
ト
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
規
定
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

關
係
が
間
題
と
し
て
残
る
。

　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
（
三
一
九
）



　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
（
三
二
〇
）

③
　
代
理
意
思
が
な
く
て
そ
れ
に
相
感
す
る
表
示
が
あ
る
場
合
　
　
代
理
の
規
定
（
民
九
九
・
一
〇
〇
）
に
お
い
て
は
と
く
に
こ
の
場
合
を
豫
想
し

て
い
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
外
形
的
に
は
代
理
意
思
の
表
示
が
あ
る
の
で
代
理
行
爲
は
成
立
す
る
。
た
だ
、
表
示
上
推
断
さ
れ
る
意
思
が
内
心
の

意
思
と
合
致
し
な
い
の
で
、
代
理
の
効
力
の
獲
生
を
め
ぐ
つ
て
、
意
思
と
表
示
の
不
合
致
の
黙
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
も
意
思
表
示
の
一

般
理
論
が
適
用
さ
れ
る
と
老
．
え
る
の
で
、
錯
誤
或
は
心
裡
留
保
の
問
題
が
生
じ
、
し
か
も
、
一
〇
〇
條
の
よ
う
な
特
別
の
規
定
が
な
い
の
で
、
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

三
條
或
は
九
五
條
そ
の
も
の
の
適
用
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

　
㈲
　
表
意
者
が
自
己
に
代
理
意
思
の
な
い
こ
と
を
知
り
し
か
も
代
理
表
示
を
し
た
場
合
に
は
、
表
示
に
し
た
が
つ
て
決
し
て
よ
い
か
ら
、
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

の
効
力
を
生
ず
る
（
民
九
三
本
丈
）
。
代
理
人
と
本
人
の
内
部
關
係
に
お
い
て
代
理
樺
が
授
與
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
無
樺
代
理
行
爲
と
な
る
。

　
＠
　
代
理
意
思
の
表
示
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
錯
誤
に
よ
る
場
合
に
は
、
代
理
の
効
力
を
生
じ
な
い
（
民
九
五
本
丈
。
但
書
の
適
用
も
あ
る
）
。
し
た

が
つ
て
、
本
人
に
効
果
の
及
ば
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
表
意
者
自
身
の
た
め
に
す
る
表
示
も
な
い
（
表
意
者
自
身
の
た
め
に
す
る
行
爲
と
は
解
繹

さ
れ
な
い
）
か
ら
、
表
意
者
自
身
の
行
爲
と
し
て
は
成
立
せ
ず
、
そ
の
効
力
も
も
ち
え
な
い
。
全
く
無
効
な
行
爲
と
な
る
。

（
1
）
　
一
般
に
、
代
理
意
思
の
表
示
が
代
理
行
爲
の
成
立
に
は
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
來
は
、
こ
の
表
示
の
な
い
一
〇
〇
條
但
書
の
場
合
に
、
代
理
行
爲

　
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
法
律
が
「
準
用
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
理
由
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
準
用
さ
れ
る
の
は
、
九
九
條
一
項
の
規
定
で

　
あ
る
が
、
具
農
的
に
い
え
ば
、
「
直
接
二
本
人
二
罫
シ
テ
其
効
カ
ヲ
生
ス
」
る
と
い
う
法
律
効
果
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
味
は
、
代
理
行
爲
と
し
て
成
立
し

　
な
い
も
の
に
こ
の
法
律
効
果
を
與
え
る
こ
と
は
理
論
上
妥
當
で
な
い
の
で
、
本
來
代
理
行
爲
と
し
て
成
立
し
な
い
も
の
を
代
理
行
爲
に
準
じ
て
考
え
、
そ
の
上
で

　
こ
れ
に
代
理
の
効
力
を
爽
生
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。

（
2
）
　
代
理
の
効
力
一
般
を
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
代
理
椹
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
代
理
意
思
の
表
示
の
黙
か
ら
の
み
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に

　
し
た
い
。

（
3
）
　
表
示
が
な
い
と
い
う
場
合
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
軍
に
明
示
の
表
示
が
な
い
と
い
う
に
止
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
獣
示
の
表
示
が
あ
る
と
す
べ
ぎ
場

　
合
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
行
爲
の
相
手
方
が
表
意
者
が
本
人
の
た
め
に
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
知
り
或
は
知
る
こ
と
を
う
べ
か
り
し
場
合
に
、

　
積
極
的
に
そ
れ
は
自
己
の
た
め
に
す
る
行
爲
て
あ
る
と
し
て
異
議
を
留
め
な
い
な
ら
ば
、
獣
示
の
表
示
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
獣
示
の
表
示
が
あ



　
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
代
理
行
爲
は
成
立
す
る
。

（
4
）
　
後
に
問
題
と
す
べ
ぎ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
相
手
方
が
「
知
リ
又
ハ
…
…
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
」
封
象
は
何
か
。
一
〇
〇
條
但
書
が
「
本
人
ノ
爲

　
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
」
と
い
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
代
理
人
の
代
理
意
思
で
あ
る
と
す
べ
ぎ
だ
と
思
う
。
こ
れ
に
封
し
、
本
人
と
代
理
人
と
の
間
に
代
理
關
係
が

　
あ
る
こ
と
を
指
す
も
の
と
推
測
さ
せ
る
論
も
あ
る
。
こ
の
妥
當
性
は
後
に
論
ず
る
。
ま
た
、
次
に
、
相
手
方
が
そ
れ
を
「
知
リ
又
ハ
之
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
カ
リ

　
シ
」
と
は
、
何
に
基
い
て
で
あ
ろ
う
か
。
表
意
者
の
意
思
表
示
か
ら
だ
と
す
れ
ば
、
代
理
意
思
の
獣
示
の
表
示
が
あ
つ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
表
意

　
者
の
意
思
表
示
以
外
の
他
の
事
情
に
基
く
も
の
と
考
え
る
。
我
妻
教
授
は
、
始
め
、
「
本
人
の
爲
め
に
す
る
意
思
が
全
然
表
示
せ
ら
れ
な
い
場
合
に
も
、
若
し
表

　
示
以
外
に
何
等
か
特
別
の
事
情
が
存
在
し
、
こ
れ
に
基
い
て
相
手
方
が
表
示
に
際
し
て
は
全
く
代
理
人
の
内
心
に
隠
れ
て
居
つ
た
右
の
意
思
を
知
り
又
は
知
り
得

　
べ
き
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
代
理
行
爲
と
し
て
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
し
た
。
」
と
さ
れ
て
い
た
が
　
（
我
妻
・
前
掲
三
四
八
頁
4
、
後
に
、
代
理
表
示
は
「
代

　
理
人
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
さ
な
く
と
も
、
當
該
の
す
べ
て
の
事
情
か
ら
剣
断
し
て
、
そ
の
趣
旨
が
明
か
に
な
れ
ば
よ
い
一
の
で
あ
り
、
一
〇
〇
條
但
書
も
こ

　
の
趣
旨
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
改
め
ら
れ
た
（
我
妻
「
民
法
総
則
（
民
法
講
義
1
）
二
一
ヒ
八
i
二
七
九
頁
）
。

（
5
）
　
前
出
二
註
5
参
曜
。

（
6
）
　
こ
の
場
合
に
は
積
極
的
な
表
示
が
な
い
の
で
（
自
己
の
た
め
に
す
る
と
い
う
表
示
も
な
い
）
、
意
思
と
表
示
の
不
合
致
と
し
て
把
え
ら
れ
た
錯
誤
理
論
が
適

　
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
疑
問
が
あ
る
。
し
か
し
、
客
観
的
な
表
示
贋
値
と
意
思
と
の
不
合
致
も
錯
誤
の
面
で
把
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

へ
7
）
　
石
坂
博
士
は
、
　
一
〇
〇
條
の
適
用
に
よ
り
、
九
三
條
、
九
五
條
の
規
定
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
と
な
し
（
石
坂
一
晋
四
郎
「
代
理
ト
本
人
ノ
利
盆
『
本
人
ノ
爲

　
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
』
ノ
表
示
ノ
性
質
一
民
法
判
例
批
評
因
・
法
協
三
四
巻
一
二
號
二
〇
三
七
頁
以
下
）
、
我
妻
教
授
も
、
「
代
理
人
の
内
心
の
意
思
か
表
示
せ
ら
る
N

　
所
と
齪
賠
す
る
爲
め
に
錯
誤
の
規
定
（
九
五
條
）
に
よ
つ
て
無
効
と
な
る
虞
が
あ
る
。
民
法
は
こ
れ
等
の
黙
を
慮
つ
て
『
代
理
人
力
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ

　
示
サ
ス
シ
テ
爲
シ
タ
ル
意
思
表
示
ハ
自
己
ノ
爲
メ
ニ
之
ヲ
爲
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス
』
と
規
定
し
意
思
表
示
は
絶
封
に
表
示
に
從
つ
て
代
理
人
に
つ
い
て
効
力
を

　
生
じ
代
理
人
の
内
心
の
意
思
に
よ
つ
て
効
力
の
左
右
せ
ら
る
N
こ
と
な
き
旨
を
明
か
に
し
た
　
（
一
〇
〇
條
本
丈
」
。
取
引
の
安
全
を
保
護
す
る
爲
め
普
通
の
意
巴

　
表
示
の
理
論
を
修
正
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
（
我
妻
・
現
代
法
畢
全
集
所
収
三
四
八
頁
）
。

（
8
）
　
そ
の
結
果
、
代
理
人
、
本
人
間
の
關
係
の
虎
理
は
、
別
に
内
部
關
係
に
基
い
て
解
決
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
委
任
の
場
合
に
つ
ぎ
民
法
六
四
六
條
参
照
。

（
9
）
　
石
坂
博
士
に
よ
れ
ば
、
一
〇
〇
條
の
規
定
に
よ
つ
て
九
五
條
の
み
な
ら
ず
、
九
三
條
の
規
定
も
適
用
を
除
外
さ
れ
る
。
九
三
條
本
丈
と
一
〇
〇
條
本
丈
の
適

　
用
の
結
果
は
同
じ
く
な
る
が
、
「
相
手
方
力
表
意
者
ノ
眞
意
ヲ
知
リ
又
ハ
之
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
ト
キ
ハ
」
、
九
三
條
但
書
で
は
表
意
者
自
身
に
効
果
の
及

　
ぶ
こ
と
は
否
定
さ
れ
る
が
、
　
一
〇
〇
條
但
書
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
「
相
手
方
力
其
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
又
ハ
之
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
ト
キ

　
ハ
」
、
本
人
に
効
果
が
及
ぶ
。
　
一
〇
〇
條
は
九
三
條
に
封
す
る
特
別
規
定
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

代
理
意
思
に
っ
い
て

七

（
三
二
一
）



　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
三
一
二
一
）

（
1
0
）
　
「
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ノ
表
示
ハ
意
思
表
示
タ
ル
性
質
ヲ
有
ス
、
且
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ノ
表
示
力
代
理
人
力
第
三
者
二
封
シ
テ
爲
ス
意
思
表
示

　
ノ
一
部
ヲ
成
ス
鮎
ヨ
リ
見
ル
モ
…
…
」
代
理
意
思
の
表
示
に
つ
い
て
も
一
般
の
意
思
表
示
に
關
す
る
規
定
の
適
用
が
あ
る
。
そ
し
て
、
　
一
〇
〇
條
の
よ
う
な
特
別

　
規
定
が
な
い
の
で
、
九
三
條
、
九
五
條
そ
の
も
の
の
適
用
が
あ
る
（
石
坂
・
前
揚
二
〇
四
三
頁
参
照
）
。

（
11
）
　
九
三
條
但
書
も
適
用
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
場
合
に
は
、
代
理
の
効
力
は
生
じ
な
い
。
表
意
者
自
身
の
行
爲
と
し
て
の
効
力
が
生
ず
る
か
は
疑
問
。

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
上
述
し
た
と
こ
ろ
の
最
後
に
、
代
理
人
に
代
理
意
思
は
な
い
が
代
理
表
示
の
あ
る
場
合
を
考
え
た
。
そ
の
場
合
に
代
理
の
効
力
が
生
ず
る
か
ど

う
か
が
問
題
と
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
な
お
上
述
の
場
合
に
は
と
も
か
く
表
示
が
あ
る
の
で
、
そ
の
表
示
を
基
礎
と
し
て
、
原
則
と
し
て
は
表
示

上
の
効
果
意
思
に
し
た
が
つ
て
決
し
、
例
外
的
に
表
意
者
の
内
心
と
の
不
含
致
を
心
裡
留
保
の
場
合
、
或
は
錯
誤
の
場
合
と
し
て
考
え
れ
ば
よ
か

ハ
　
レ

つ
た
。
こ
れ
に
封
し
て
、
代
理
の
効
力
要
件
と
し
て
代
理
意
思
の
存
在
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
も
代
理
行
爲
の
成
立
に
は
代
理

意
思
の
表
示
が
要
件
と
さ
れ
な
い
結
果
、
表
示
を
基
礎
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
代
理
意
思
の
存
否
は
ど
の
よ
う
な
形
で
問
題
と
な
り
、

ど
の
よ
う
に
し
て
把
握
さ
れ
る
か
が
問
わ
れ
る
場
合
が
出
て
く
る
。
そ
れ
は
、
商
法
五
〇
四
條
の
場
合
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
一
艦
、
本
丈
に
述
ぺ
た
よ
う
な
場
合
が
現
實
に
存
在
し
問
題
に
な
る
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
を
想
定
し
て

　
　
議
論
す
る
こ
と
に
何
ら
か
の
實
盆
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
る
。
私
は
、
具
艦
的
な
解
決
の
上
で
の
直
接
的
な
實
盆
は
極
め
て
少
い
が
、
代
理
意
思
の

　
　
問
題
を
考
え
整
序
す
る
上
で
の
理
論
上
の
利
盆
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
（
2
）
　
表
示
が
眞
意
と
異
る
こ
と
は
表
意
者
が
立
謹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
九
三
條
で
い
え
ば
、
但
書
に
い
う
「
相
手
方
力
表
意
者
ノ
眞
意
ヲ
知
リ
又
ハ
之
ヲ
知

　
　
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
」
こ
と
は
表
意
者
の
側
で
立
謹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
九
五
條
本
交
で
は
、
代
理
意
思
が
な
い
の
に
誤
つ
て
そ
の
表
示
を
し
た
こ
と

　
　
を
表
意
者
の
側
で
立
謹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
九
五
條
但
書
の
場
合
は
、
表
意
者
に
重
大
な
過
失
の
あ
る
こ
と
を
相
手
方
が
立
謹
す
べ
き
で
あ
る
）
。



五

　
一
般
に
、
商
法
五
〇
四
條
は
、
民
法
で
と
ら
れ
て
い
る
代
理
の
顯
名
主
義
に
封
す
る
例
外
規
定
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
顧
名
主
義

に
封
す
る
例
外
規
定
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
何
故
か
。
ま
ず
、
そ
れ
は
、
代
理
人
は
自
己
の
名
の
み
を
も
つ
て
本
人
の
た
め
に
取
引
を
な
し
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ロ

る
、
す
な
わ
ち
、
代
理
意
思
の
表
示
が
な
く
と
も
代
理
の
効
力
を
生
ず
る
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
て
い
る
　
（
商
五
〇
四
本
丈
）
。
本
入
の
た
め
に
す

る
こ
と
を
示
さ
な
い
行
爲
は
、
本
來
、
民
法
の
建
前
か
ら
い
え
ば
、
代
理
行
爲
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
す
な
わ
ち
、
代
理
行
爲
と
し
て
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

立
要
件
を
歓
い
て
い
る
。
こ
れ
を
代
理
行
爲
と
呼
ぶ
限
り
、
商
法
五
〇
四
條
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
は
民
法
の
代
理
行
爲
の
観
念
に
封
す
る
例
外
を

な
す
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
民
法
九
九
條
一
項
に
劃
す
る
特
則
で
あ
る
こ
と
が
定
ま
る
だ
け
で
あ
つ
て
、
↓
O
O
條
但
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
含
め
た
上
で
の
例
外
と
な
る
か
ど
う
か
の
問
題
は
ま
だ
解
決
さ
れ
な
い
。
こ
の
黙
に
關
し
て
は
、
商
法
五
〇
四
條
の
解
繹
上
、
大
き
く
分
け
て

二
つ
の
立
場
が
認
め
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
代
理
意
思
の
表
示
の
な
い
結
果
、
相
手
方
が
代
理
の
効
力
の
生
ず
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
く
と

も
（
し
か
も
、
知
る
こ
と
を
う
べ
き
場
合
で
な
く
と
も
）
、
代
理
行
爲
と
し
て
成
立
し
、
代
理
の
効
力
が
生
じ
、
し
た
が
つ
て
、
そ
の
行
爲
の
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

果
は
本
人
に
露
属
す
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
商
法
五
〇
四
條
は
、
民
法
九
九
條
一
項
に
封
す
る
特
則
に
止
ま
ら
ず
、

九
九
條
一
項
お
よ
び
一
〇
〇
條
を
含
め
た
民
法
の
顯
名
主
義
に
封
す
る
例
外
と
な
る
。
こ
の
立
場
に
封
し
、
も
う
一
つ
は
、
民
法
の
代
理
の
原
理

と
そ
の
出
襲
黙
を
同
じ
く
し
、
代
理
意
思
の
表
示
の
な
い
場
合
に
代
理
行
爲
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
代
理
の
本
質
に
反
す
る
も
の
と
す
る
。
そ

し
て
、
商
法
五
〇
四
條
は
、
こ
の
代
理
の
本
質
に
反
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
商
行
爲
の
代
理
は
と
く
に
本
人
の
た
め
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

こ
と
を
示
さ
な
く
と
も
事
實
上
そ
れ
を
知
り
う
れ
ば
足
る
と
い
う
民
法
一
〇
〇
條
但
書
の
規
定
と
同
趣
旨
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
相
手

方
が
代
理
の
効
力
の
生
ず
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
ま
た
知
る
こ
と
を
う
べ
き
場
合
で
も
な
い
の
に
代
理
の
効
力
を
生
ぜ
し
め
る
の
は
不
條

　
　
　
　
　
（
6
）

理
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
商
法
五
〇
四
條
は
、
確
か
に
民
法
九
九
條
一
項
に
封
す
る
特
則
で
は
あ
る
が
、
九
九
條
一
項
お
よ

　
　
　
代
理
意
思
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
（
三
二
三
）



　
　
　
代
理
意
思
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
（
三
二
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

び
一
〇
〇
條
を
含
め
た
上
で
の
民
法
原
理
に
封
す
る
例
外
規
定
と
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
一
〇
〇
條
但
書
と
同
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
解
繹
上
の
差
異
は
、
商
法
五
〇
四
條
の
規
定
の
趣
旨
を
め
ぐ
る
見
解
の
相
違
に
由
來
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
多
く
の
商
法
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
（
9
）

者
に
よ
つ
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
五
〇
四
條
の
存
在
理
由
を
列
學
す
れ
ば
、
ω
取
引
の
敏
活
髄
簡
易
迅
速
、
安
全
、
㈹
商
行
爲
で
あ
る
取
引
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
）

て
は
相
手
方
個
人
よ
り
も
契
約
の
内
容
を
重
覗
す
る
、
或
は
、
価
相
手
方
は
、
本
人
と
代
理
人
間
の
事
情
を
知
つ
て
い
る
の
が
普
通
で
、
事
實
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

當
事
者
を
知
り
う
る
場
合
で
あ
る
と
い
う
理
由
が
學
げ
ら
れ
て
い
る
。
或
は
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
理
由
の
い
く
つ
か
を
同
列
に
並
べ
る
立
場
も

あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
時
に
並
び
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
と
に
、
σ
D
と
働
と
は
内
容
的
に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
一
の
取
引
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

い
て
同
時
に
は
並
立
し
え
な
い
も
の
と
考
え
る
。
上
に
述
べ
た
二
つ
の
考
え
方
は
、
現
實
に
は
、
五
〇
四
條
但
書
の
解
繹
を
め
ぐ
つ
て
そ
の
封
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

を
明
か
に
す
る
。
前
読
に
よ
れ
ば
、
五
〇
四
條
但
書
の
趣
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
示
さ
な
い
代
理
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち

と
取
引
を
す
る
相
手
方
が
、
代
理
の
効
力
の
生
ず
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
き
に
、
な
お
そ
の
行
爲
の
効
力
が
本
人
に
封
し
て
の
み
生

ず
る
も
の
と
な
す
こ
と
は
、
相
手
方
に
不
測
の
損
害
を
及
ぼ
す
虞
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
相
手
方
が
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
（
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

は
、
知
る
こ
と
を
う
べ
き
で
な
い
）
と
き
は
、
相
手
方
は
代
理
人
に
封
し
て
も
履
行
の
請
求
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
本
人
と
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
廻
）

人
と
は
い
ず
れ
も
行
爲
の
當
事
者
と
し
て
、
不
眞
正
蓮
帯
債
務
を
負
捲
す
る
。
こ
れ
に
封
し
、
後
読
に
よ
れ
ば
、
但
書
の
規
定
の
解
繹
は
や
や
困

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坊
）

難
で
あ
る
。
後
読
の
主
唱
者
で
あ
る
竹
田
博
士
自
身
こ
れ
を
認
め
て
お
ら
れ
る
。
竹
田
博
士
に
よ
れ
ば
、
代
理
意
思
の
表
示
が
な
く
と
も
、
相
手

方
が
そ
の
事
情
を
知
り
ま
た
は
知
る
こ
と
を
う
べ
か
り
し
場
合
に
、
本
人
に
効
果
が
生
じ
る
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
代
理

人
の
行
爲
と
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
（
民
法
一
〇
〇
條
本
文
の
規
定
に
よ
る
）
。
か
え
つ
て
、
こ
の
場
合
に
も
本
人
に
効
果
が
生
ず
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
と
く
に
五
〇
四
條
但
書
の
規
定
を
設
け
て
い
る
の
は
お
か
し
い
。
後
読
の
立
場
か
ら
強
い
て
商
法
五
〇
四
條
但
書
と
民
法
一
〇
〇

條
の
規
定
の
差
異
を
求
め
れ
ば
、
民
法
一
〇
〇
條
但
書
で
は
、
「
知
リ
叉
ハ
之
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
ト
キ
ハ
」
本
人
に
効
果
が
及
ぶ
と
し

て
い
る
が
、
商
法
五
〇
四
條
但
書
で
は
、
「
知
ラ
サ
リ
シ
ト
キ
ハ
」
代
理
人
に
劃
し
て
も
請
求
で
き
る
と
し
て
い
る
の
で
、
現
實
に
は
知
ら
な
い



け
れ
ど
も
知
る
こ
と
を
う
べ
か
り
し
場
合
で
あ
つ
た
と
い
う
と
き
に
は
、
民
法
で
は
本
人
が
當
事
者
と
な
る
だ
け
で
あ
る
が
、
商
法
で
は
本
人
と

並
ん
で
代
理
人
に
も
請
求
し
う
る
と
す
る
黙
に
特
色
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
に
は
、
代
理
人
に
そ
れ
だ
け
重
い
責
任
を
課

す
る
こ
と
は
理
解
し
う
る
と
し
て
も
、
行
爲
の
相
手
方
に
商
法
に
お
い
て
民
法
に
お
け
る
以
上
に
保
護
を
與
え
る
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
黙
で
疑

　
　
（
蛤
）

問
が
あ
る
。
竹
田
博
士
と
根
本
的
に
は
同
じ
立
場
に
立
つ
て
、
鈴
木
教
授
は
、
商
法
五
〇
四
條
は
箪
に
民
法
の
規
定
の
裏
返
し
に
す
ぎ
な
い
と
解

（
π
）し

、
し
た
が
つ
て
、
但
書
で
相
手
方
が
知
ら
な
か
つ
た
と
き
（
民
法
の
規
定
と
異
つ
て
、
知
る
こ
と
を
う
べ
か
り
し
に
か
か
わ
ら
ず
現
實
に
は
知

ら
な
か
つ
た
と
い
う
場
合
も
含
め
て
い
る
の
は
不
當
で
あ
る
と
批
到
さ
れ
る
）
、
代
理
人
に
封
し
て
請
求
す
る
こ
と
を
妨
げ
ず
（
こ
の
場
合
本
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

に
封
す
る
請
求
を
認
め
る
必
要
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
と
し
て
い
る
の
が
邪
魔
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
第
三
の
立
場
と
し
て
、

商
法
五
〇
四
條
本
文
と
但
書
、
民
法
で
い
え
ば
九
九
條
一
項
と
一
〇
〇
條
と
を
切
り
離
し
て
、
ど
ち
ら
が
原
則
で
ど
ち
ら
が
特
則
で
あ
る
と
い
う

よ
う
に
考
え
る
こ
と
を
止
め
、
綜
合
的
に
そ
の
結
果
を
見
出
そ
う
と
す
る
考
え
方
が
出
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
民
法
と
商
法
と
で
は
出
穫
黙
が
正

反
封
に
な
つ
て
い
る
が
、
爾
法
と
も
に
そ
の
立
場
を
徹
底
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
た
め
、
實
際
上
の
結
果
は
著
し
く
接
近
し
て
い
る
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

て
、
立
讃
責
任
の
差
異
に
の
み
、
現
行
の
民
商
法
間
に
存
す
る
差
異
の
合
理
的
解
明
を
求
め
う
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

　
商
法
五
〇
四
條
を
め
ぐ
る
諸
論
を
突
き
合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
も
し
、
顯

名
し
な
い
結
果
代
理
の
効
力
の
生
ず
る
場
合
で
あ
る
こ
と
が
相
手
方
に
知
る
こ
と
を
う
べ
き
で
な
い
場
合
に
も
本
人
に
効
果
が
生
ず
る
と
す
る
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・

読
（
通
説
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
）
に
よ
る
な
ら
ば
、
と
く
に
女
の
よ
う
な
間
題
が
顯
著
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
に
代
理
意
思
の
表
示
が
な
い

　
　
　
　
（
飢
）

の
で
あ
る
か
ら
、
民
法
に
お
け
る
代
理
行
爲
の
成
立
要
件
の
一
つ
を
嵌
く
こ
と
に
な
り
、
民
法
に
お
け
る
代
理
行
爲
の
観
念
と
商
法
に
お
け
る
そ

れ
と
は
異
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
相
手
方
が
事
情
を
知
る
こ
と
を
う
べ
か
り
し
場
合
で
な
く
と
も
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
民
法
一
〇
〇
條
但
書

の
場
合
の
よ
う
に
代
理
行
爲
に
準
じ
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
民
法
上
の
代
理
の
観
念
と
商
法
上
の
そ
れ
と
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
民
法
の
顯
名
主
義
に
封
す
る
商
法
の
非
顯
名
主
義
と
い
う
こ
と
が
す
で
に
爾
者
の
観
念
上
の
差
異
を
示
し
て
い
る
も

　
　
　
代
理
意
思
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
（
一
一
二
一
五
）



　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
（
一
一
コ
一
六
）

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
観
念
の
差
異
を
ひ
と
ま
ず
肯
定
し
た
上
で
、
さ
ら
に
、
商
法
上
表
意
者
の
な
し
た
行
爲
の
代
理
行
爲
で
あ
る

か
ど
う
か
は
何
に
よ
つ
て
定
ま
る
か
が
問
わ
れ
る
。
民
法
上
代
理
行
爲
の
成
立
要
件
と
し
て
は
代
理
意
思
の
表
示
が
要
求
さ
れ
る
が
、
商
法
上
こ

の
表
示
を
必
要
と
し
な
い
の
で
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
代
理
行
爲
を
他
の
行
爲
か
ら
匿
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
商
法
上
は
代
理
行

爲
の
成
立
を
決
す
る
も
の
は
、
表
意
者
の
代
理
意
思
（
表
示
上
現
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
内
心
の
意
思
に
止
ま
る
）
な
の
か
、
代
理
關
係
の
存
否
な

の
か
、
そ
れ
と
も
、
成
立
要
件
と
し
て
は
一
般
の
法
律
行
爲
の
成
立
要
件
で
足
り
る
の
で
あ
り
、
特
別
に
代
理
行
爲
の
成
立
要
件
と
い
う
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
邑
）

考
え
る
必
要
は
な
い
の
か
。
通
読
に
立
つ
者
の
側
か
ら
、
五
〇
四
條
を
解
繹
し
て
、
代
理
構
の
授
與
が
あ
り
、
し
か
も
代
理
人
に
代
理
意
思
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎗
）

れ
ば
、
代
理
の
効
力
を
認
め
う
る
と
し
て
い
る
の
に
封
し
、
少
数
読
か
ら
は
、
代
理
人
の
内
部
的
意
思
の
み
に
よ
り
代
理
と
な
り
或
は
な
ら
な
い

と
す
る
こ
と
は
、
實
際
上
は
代
理
人
の
主
張
次
第
で
そ
の
い
ず
れ
と
も
な
る
こ
と
と
な
り
、
甚
だ
し
く
取
引
の
安
全
を
害
す
る
と
い
う
批
到
が
あ

（
24
）る

。
こ
れ
に
封
し
て
は
、
さ
ら
に
通
読
の
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
人
の
行
爲
が
本
人
の
た
め
に
な
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
べ
き
正
當
な
理
由
が
相
手
方
に
あ
つ
た
場
合
に
は
、
禁
反
言
の
原
則
に
よ
り
、
代
理
人
に
お
い
て
、
代
理
意
思
の
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蛎
）

と
を
主
張
し
え
な
い
も
の
と
解
す
る
か
ら
、
こ
の
非
難
は
當
ら
な
い
と
す
る
。
こ
こ
で
禁
反
言
の
原
則
と
は
具
髄
的
に
は
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う

か
。
表
意
者
が
何
ら
の
表
示
を
し
て
い
な
い
と
ぎ
に
、
な
お
、
禁
反
言
の
原
則
が
働
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
1
）
　
た
と
え
ば
、
小
町
谷
操
三
「
商
行
爲
法
論
」
五
八
頁
参
照
。

　
（
2
）
　
民
法
の
理
論
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
は
む
し
ろ
間
接
代
理
の
観
念
を
も
つ
て
説
明
し
う
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
　
一
た
ん
間
接
代
理
人
に
蹄
囑
し

　
　
た
効
果
が
本
人
に
移
韓
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
商
法
五
〇
四
條
本
丈
は
「
其
行
爲
ハ
本
人
二
封
シ
テ
其
効
力
ヲ
生
ス
」
と
規
定
し
、
代
理
の
効
力
と
し

　
　
て
本
人
に
直
接
効
果
が
蹄
圏
す
る
旨
を
規
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
間
接
代
理
の
法
理
を
も
つ
て
説
明
す
る
こ
と
は
妥
當
で
な
い
。

　
（
3
）
　
民
法
九
九
條
一
項
が
顯
名
主
義
の
原
理
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
に
封
し
て
、
一
〇
〇
條
但
書
は
そ
の
特
則
を
な
し
て
い
る
。
九
九
條
一
項
お
よ
び
一
〇
〇
條

　
　
を
含
め
て
、
民
法
は
顯
名
主
義
を
原
則
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
4
）
　
小
町
谷
・
前
掲
五
八
－
五
九
頁
は
、
文
言
上
明
瞭
で
は
な
い
が
こ
の
趣
旨
と
考
え
ら
れ
る
。
大
森
忠
夫
「
商
法
総
則
・
商
行
爲
法
」
一
六
七
頁
は
、
丈
言
上

　
　
明
確
に
こ
の
趣
旨
で
あ
る
。
岡
野
敬
次
郎
「
商
行
爲
及
保
除
法
」
　
一
〇
頁
、
田
中
誠
二
「
商
行
爲
法
」
九
一
頁
、
西
原
寛
一
「
商
法
総
則
・
商
行
爲
法
（
商
法
講



　
義
1
）
」
二
一
四
頁
、
石
井
照
久
「
商
法
1
　
（
商
行
爲
・
海
商
・
保
瞼
・
有
贋
謹
券
ご
一
四
頁
、
大
隅
健
一
郎
「
商
行
爲
法
コ
．
一
三
頁
、
い
ず
れ
も
同
旨
。
松
本

　
丞
｛
治
「
商
行
爲
法
」
五
九
ー
六
〇
頁
、
同
旨
（
但
し
、
民
法
の
原
則
に
勤
す
る
改
悪
で
あ
り
、
存
在
理
由
を
登
見
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
と
い
う
批
判
を
し
て
い

　
る
）
。
西
原
「
商
行
爲
法
」
　
一
二
二
頁
は
、
批
剣
的
考
察
を
し
て
い
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
同
旨
と
み
ら
れ
る
。
判
決
中
に
も
こ
の
趣
旨
が
み
ら
れ
る
（
大
判
明

　
三
九
・
五
・
二
二
民
録
一
二
輯
七
八
五
頁
）
。

（
5
）
　
竹
田
省
「
商
行
爲
法
」
一
〇
ー
一
二
頁
参
照
。

（
6
）
　
鈴
木
竹
雄
「
商
行
爲
法
・
保
瞼
法
・
海
商
法
」
　
一
一
、
　
一
六
頁
参
照
。

（
7
）
　
後
の
立
場
を
と
つ
た
場
合
に
、
五
〇
四
條
但
書
の
規
定
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
は
、
後
で
ふ
れ
る
。

（
8
）
　
取
引
の
敏
活
鮪
簡
易
迅
速
と
い
う
黙
に
關
し
て
、
い
ち
い
ち
顯
名
す
る
こ
と
が
煩
墳
だ
と
い
う
こ
と
は
、
手
績
上
、
本
人
名
義
の
契
約
を
し
よ
う
と
す
れ
ば

　
本
人
の
印
章
を
所
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
鮎
か
ら
考
え
て
納
得
で
ぎ
る
。

（
9
）
　
取
引
の
安
全
と
い
う
鮎
に
關
し
て
、
顯
名
し
な
い
結
果
、
代
理
の
効
力
の
生
ず
る
場
合
で
あ
る
こ
と
か
相
手
方
に
分
ら
な
く
て
も
、
そ
れ
が
取
引
の
安
全
に

　
奉
仕
す
る
こ
と
だ
と
い
い
う
る
か
。
確
か
に
商
法
五
〇
四
條
但
書
で
安
全
の
た
め
の
措
置
を
と
つ
て
い
る
が
、
原
理
的
に
非
顯
名
主
義
が
安
全
に
奉
仕
す
る
も
の

　
だ
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
。

（
1
0
）
　
相
手
方
の
個
性
を
無
観
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
契
約
内
容
が
實
現
さ
れ
る
限
り
、
契
約
當
事
者
か
誰
で
あ
ろ
う
と
差
し
支
え
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
立
場
に

　
は
、
相
手
方
が
代
理
の
効
力
の
生
ず
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
知
り
え
な
く
て
も
影
響
し
な
い
と
す
る
考
え
方
が
結
び
つ
き
易
い
。
商
法
で
問
題
に
な
る
範
園
に
お

　
い
て
は
、
或
は
こ
の
よ
う
な
相
手
方
の
個
性
を
重
覗
し
な
い
取
引
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
で
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
契
約
内
容
が
實
現
さ
れ
う
る
か
ど

　
う
か
、
し
た
が
つ
て
、
稲
手
方
に
履
行
の
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
5
黙
は
、
か
え
つ
て
嚴
格
に
考
慮
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
　
一
般

　
に
相
手
方
が
誰
で
あ
つ
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
現
實
に
履
行
の
な
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
取
引
、
た
と
え
ば
現
實
賞
買
の
よ
う
な
取
引
に
限
つ
て
、

　
そ
の
よ
う
に
い
い
う
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
、
民
法
に
お
い
て
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

（
n
）
　
こ
の
理
由
は
、
商
法
五
〇
四
條
は
民
法
一
〇
〇
條
但
書
と
同
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
と
理
解
す
る
根
嫁
に
な
る
。

（
1
2
）
　
商
法
五
〇
四
條
の
存
在
理
由
は
…
元
的
に
は
説
明
し
え
な
い
の
で
あ
つ
て
、
或
る
取
引
に
つ
い
て
い
え
ば
本
丈
に
述
べ
た
劫
の
理
由
が
、
他
の
場
合
に
つ
い

　
て
は
出
の
理
由
が
當
て
は
ま
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
…
m
の
理
由
に
つ
い
て
だ
け
み
れ
ば
、
商
法
五
〇
四
條
本
丈
は
民
法
一
〇
〇
條
但
書
と
同
じ
趣
旨
を

　
規
定
し
て
い
る
と
い
い
う
る
。
㈹
の
理
由
に
つ
い
て
み
る
と
、
現
實
に
履
行
が
な
さ
農
て
し
ま
う
取
引
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
結
果
だ
け
か
ら
す
れ
ば
民

　
法
上
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
た
だ
、
理
論
構
成
上
、
民
法
で
は
そ
の
よ
う
な
行
爲
は
代
理
行
爲
と
は
み
ら
れ
な
い
の
に
封
し
て
、
商
法
上
は
こ
れ
も

　
ま
た
代
理
行
爲
と
し
て
考
え
う
る
と
い
う
唯
一
の
大
ぎ
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

代
理
意
思
に
っ
い
て

一
三

（
三
二
七
）



　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
（
三
二
八
）

（
1
3
）
　
こ
れ
を
代
理
人
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
、
代
理
表
示
を
し
な
い
者
を
代
理
人
の
観
念
の
中
に
入
れ
う
る
か
ど
う
か
が
實
は
問
題
な
の
で
あ
る
か
ら
、

　
こ
こ
で
代
理
人
と
呼
ぶ
こ
と
は
早
過
ぎ
る
が
、
便
宜
上
こ
う
呼
ん
で
お
く
。

（
1
4
）
　
小
町
谷
・
前
掲
六
〇
頁
、
田
中
立
剛
揚
九
一
頁
、
西
原
・
商
法
講
義
－
一
二
四
ー
一
二
五
頁
、
「
商
行
爲
法
」
二
一
二
頁
、
大
森
・
前
揚
一
六
七
頁
、
石
井
・

　
前
揚
一
四
頁
、
大
隅
・
前
揚
三
三
－
三
四
頁
、
い
ず
れ
も
こ
の
趣
旨
で
あ
る
。
但
し
、
代
理
人
が
い
か
な
る
理
由
で
責
任
を
負
う
か
の
法
的
構
成
の
貼
に
つ
い
て

　
は
、
異
論
が
あ
る
。
岡
野
博
士
に
よ
れ
ば
、
代
理
人
は
行
爲
者
と
し
て
債
務
を
負
捲
す
る
の
で
は
な
く
、
と
く
に
法
律
の
規
定
が
お
か
れ
た
結
果
責
任
を
負
う
も

　
の
で
あ
る
（
岡
野
・
前
掲
一
〇
頁
参
照
）
。
多
数
説
に
お
い
て
は
、
代
理
人
も
行
爲
の
當
事
者
と
し
て
債
務
を
負
う
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
民
法
一

　
〇
〇
條
本
丈
の
重
畳
適
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
代
理
人
も
行
爲
の
當
事
者
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
ら
そ
の
行
爲
か
ら
生
ず
る
椹
利
を
も
主
張
し
う

　
る
こ
と
に
な
る
の
か
（
本
人
に
封
す
る
代
理
人
の
義
務
蓮
反
の
鮎
は
別
に
考
慮
す
る
と
し
て
）
な
ど
の
黙
に
つ
い
て
疑
問
が
生
ず
る
。

（
1
5
）
　
竹
田
・
前
掲
一
二
頁
滲
照
。

（
1
6
）
　
小
町
谷
・
前
掲
六
〇
頁
は
、
相
手
方
が
知
ら
ざ
る
こ
と
に
過
失
が
あ
つ
た
場
合
に
も
、
五
〇
四
條
但
書
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
す
る
。
松
本
・
前
掲
六
〇

　
頁
、
田
中
・
前
掲
九
一
頁
、
石
井
・
前
掲
一
四
頁
、
同
旨
。
大
森
・
前
掲
一
六
七
頁
は
、
相
手
方
の
過
失
に
基
く
不
知
の
場
合
は
、
代
理
人
が
そ
れ
を
立
謹
す
れ

　
ば
責
任
を
免
れ
る
と
す
る
。
大
隅
・
前
揚
三
四
頁
、
西
原
「
商
行
爲
法
」
　
一
二
三
頁
、
同
旨
。

（
17
）
　
民
法
の
裏
返
し
と
い
う
の
は
、
民
法
は
顯
名
を
原
則
と
し
、
但
し
相
手
方
が
事
情
を
知
り
ま
た
は
知
る
こ
と
を
う
べ
か
り
し
と
き
は
顯
名
し
な
く
と
も
代
理

　
行
爲
に
準
ず
る
と
し
て
い
る
の
に
封
し
、
商
法
は
顯
名
し
な
く
と
も
差
し
支
え
な
い
と
し
、
但
し
事
情
を
知
ら
な
い
場
合
は
代
理
人
に
封
し
て
も
請
求
し
う
る
と

　
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

（
1
8
）
　
鈴
木
・
前
掲
一
六
頁
参
照
。

（
1
9
）
　
西
原
「
商
行
爲
法
」
二
一
二
－
一
三
一
、
頁
参
照
。
立
護
責
任
の
問
題
と
は
、
「
顯
名
主
義
を
採
る
民
法
で
は
、
代
理
人
が
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
示
さ

　
な
い
で
し
た
行
爲
に
つ
い
て
本
人
ま
た
は
代
理
人
が
代
理
の
効
果
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
相
手
方
が
そ
の
間
の
事
情
を
知
り
、
ま
た
は
知
ら
な
い
こ
と
が
過
失

　
に
よ
る
旨
を
立
誰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
非
顯
名
主
義
を
採
る
商
法
で
は
、
代
理
の
効
果
を
否
認
す
る
相
手
方
に
お
い
て
、
代
理
人
が
本
人
の
た
め
に
行
爲

　
し
た
こ
と
を
過
失
な
く
し
て
知
ら
な
か
つ
た
旨
を
立
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
西
原
「
商
行
爲
法
」
　
二
一
三
頁
）
。

（
2
0
）
　
こ
の
場
合
を
含
む
か
ど
う
か
が
爾
読
の
根
本
的
な
差
異
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
鮎
を
含
ん
で
さ
ら
に
民
法
一
〇
〇
條
但
書
と
同
趣
旨
の
場
合
も
含
む
と
解

　
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
2
1
）
　
明
示
の
表
示
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
獣
示
の
表
示
も
な
い
場
合
に
限
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
獣
示
に
し
ろ
表
示
が
あ
る
な
ら
ば
、
顯
名
主
義
に

　
劃
す
る
例
外
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



（
2
2
）
　
代
理
行
爲
の
成
立
要
件
と
し
て
は
、
一
般
の
法
律
行
爲
の
成
立
要
件
で
十
分
で
、
代
理
意
思
、
授
穫
な
ど
は
代
理
の
効
力
要
件
と
し
て
考
え
れ
ば
よ
い
と
い

　
う
立
場
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
は
、
そ
の
行
爲
が
代
理
行
爲
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
か
、
一
般
の
法
律
行
爲
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
か
が
匪
別

　
さ
れ
な
い
と
い
う
不
都
合
が
生
ず
る
の
は
明
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
説
の
立
場
か
ら
、
商
法
五
〇
四
條
は
民
法
に
お
け
る
代
理
の
顯
名
主
義
に
封
す
る
非
顯
名

　
主
義
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
も
代
理
の
一
場
合
で
あ
る
と
考
え
る
以
上
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
ほ
か
は
な
か
ろ
う
。

（
23
）
　
た
と
え
ぽ
、
岡
野
・
前
掲
九
頁
滲
照
。
岡
野
傅
士
は
、
こ
れ
を
、
「
是
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
意
思
ヲ
重
シ
其
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
表
示
ヲ
輕
シ
タ
ル
モ
ノ
ト

　
謂
フ
ヘ
シ
」
と
表
現
し
て
お
ら
れ
る
（
岡
野
・
前
掲
九
頁
）
。
し
か
し
、
通
説
の
立
場
に
立
つ
て
、
顯
名
が
な
い
場
合
に
も
代
理
行
鴬
が
成
立
す
る
　
（
或
は
そ
れ

　
に
準
じ
て
取
り
扱
わ
れ
る
）
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
代
理
人
と
契
約
を
締
結
し
た
相
手
方
が
、
自
己
の
意
思
表
示
に
つ
い
て
錯
誤
の
主
張
を
す
る
の
を
妨
げ
る

　
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
相
手
方
の
錯
誤
の
主
張
が
容
れ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
つ
て
契
約
自
艦
が
無
効
と
な
る
の
で
、
本
人
に
効
果
の
及
び
え
な
い
の
は
も

　
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
相
手
方
の
錯
誤
の
主
張
の
容
れ
ら
れ
る
場
合
と
は
、
相
手
方
が
、
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
ま
た
知
る
こ
と
を
う
ぺ
ぎ
で
も
な
い
場

　
合
に
、
表
意
者
自
身
が
本
人
て
あ
る
と
思
つ
て
意
思
表
示
を
し
、
し
か
も
そ
の
取
引
は
富
事
者
が
誰
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
（
相
手
方
が

　
誰
で
あ
つ
て
も
よ
い
な
ら
ば
、
錯
誤
の
主
張
は
容
れ
ら
れ
ず
、
五
Q
四
條
に
よ
つ
て
礎
生
し
た
代
理
の
効
力
が
維
持
さ
れ
る
）
。

（
2
4
）
　
竹
田
・
前
掲
一
一
頁
参
照
。
竹
田
博
士
は
、
こ
れ
を
代
理
行
爲
の
成
立
の
問
題
と
し
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
の
か
、
代
理
の
効
力
の
問
題
と
し
て
論
じ
て
お
ら

　
れ
る
の
か
、
丈
言
上
明
か
で
な
い
が
、
後
者
と
考
え
ら
れ
る
。

（
鍋
）
　
小
町
谷
・
前
掲
六
〇
頁
参
照
。
さ
ら
に
、
小
町
谷
博
士
に
よ
れ
ば
、
相
手
方
が
代
理
關
係
を
知
ら
な
か
つ
た
場
合
に
、
本
人
か
ら
相
手
方
に
封
し
、
代
理
關

　
係
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
取
引
の
安
全
を
害
す
る
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
　
（
小
町
谷
・
前
掲
六
一
頁
参
照
）
。
そ
の
理
論
構
成
は
明
か
に
し
て
お
ら
れ
な

　
い
。

一』
！、

　
商
法
五
〇
四
條
本
文
に
よ
れ
ば
、
代
理
権
を
與
え
ら
れ
た
者
が
、
そ
の
行
爲
に
際
し
て
、
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
示
さ
な
く
と
も
、
代
理

意
思
が
あ
れ
ば
、
本
人
に
直
接
効
果
が
生
ず
る
。
そ
し
て
、
相
手
方
が
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
五
〇
四
條
但
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

で
、
代
理
人
に
封
し
て
も
請
求
で
き
る
。
こ
れ
に
封
し
、
代
理
樺
を
授
與
さ
れ
た
者
が
顯
名
せ
ず
、
し
か
も
代
理
意
思
を
有
し
な
い
場
合
に
つ
い
て

間
題
が
生
ず
る
。
相
手
方
も
表
意
者
自
身
を
相
手
に
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
代
理
椹
を
與
え
ら
れ
た
者
と
本
人
と
の
間
の
内
部
的
な
問
題
は
別

　
　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
（
三
二
九
）



　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
（
三
三
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
し
て
、
相
手
方
と
表
意
者
自
身
が
當
事
者
と
し
て
取
引
す
る
場
合
だ
と
考
え
れ
ば
よ
い
か
ら
、
問
題
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
相
手
方
が
代
理

人
と
本
人
と
の
間
の
代
理
關
係
の
存
在
を
知
つ
て
お
り
、
そ
の
た
め
代
理
人
の
行
爲
か
ら
直
接
本
人
と
の
間
に
効
果
が
生
ず
る
場
合
で
あ
る
と
思

つ
て
行
爲
し
た
と
き
の
取
扱
い
が
疑
問
と
な
る
。
代
理
人
の
代
理
意
思
が
代
理
の
効
力
の
震
生
を
左
右
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
は
代
理
の

効
力
は
生
じ
え
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
或
は
、
代
理
意
思
は
代
理
關
係
が
あ
る
こ
と
が
相
手
方
に
知
り
う
べ
き
場
合
で
あ
る
限
り
、
そ
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

が
推
測
さ
れ
る
と
み
る
べ
き
か
。
そ
う
考
え
た
と
き
、
代
理
権
を
授
與
さ
れ
た
者
は
自
己
の
た
め
に
す
る
行
爲
を
な
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
の

（
4
）か

。
或
は
、
こ
れ
は
一
感
の
推
測
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
推
測
を
は
ず
す
た
め
に
は
、
代
理
人
の
側
で
代
理
意
思
の
な
い
こ
と
を
立
護
す
る
か
、
或

は
行
爲
に
際
し
て
民
法
の
顯
名
と
は
反
封
に
積
極
的
に
そ
れ
が
自
己
の
た
め
に
す
る
行
爲
で
あ
る
こ
と
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

べ
き
か
。
或
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
代
理
意
思
を
問
題
に
す
る
鯨
地
は
全
く
な
い
と
考
え
る
べ
き
か
。
或
は
、
代
理
意
思
の
表
示
は
代
理
行
爲
の
成

立
要
件
で
は
な
く
、
代
理
の
効
力
要
件
で
あ
る
か
ら
、
代
理
關
係
の
あ
る
と
き
に
は
、
代
理
人
の
代
理
意
思
を
鉄
い
て
も
、
丁
度
代
理
椹
を
歓
く

代
理
行
爲
の
よ
う
に
、
表
見
代
理
類
似
の
効
力
が
生
ず
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
な
種
々
の
黙
が
問
題
と
な
り
う
る
。
こ
の

よ
う
な
黙
に
つ
い
て
、
最
近
ド
イ
ツ
で
襲
表
さ
れ
た
一
つ
の
論
読
を
次
に
紹
介
し
、
検
討
し
て
み
た
い
。

（
1
）
　
通
論
的
な
考
え
方
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
一
つ
疑
問
が
出
て
く
る
。
そ
れ
は
、
代
理
人
に
代
理
意
思
は
存
在
し
た
が
、
そ
の
表
示
が
な
い
た
め
、
相

　
手
方
は
表
意
者
自
身
が
本
人
で
あ
る
と
思
つ
て
行
爲
し
た
と
い
う
場
合
に
、
代
理
人
と
相
手
方
と
の
内
心
に
お
け
る
意
思
の
不
合
致
が
あ
る
。
こ
こ
に
成
立
し
て

　
い
る
行
矯
は
、
表
意
者
自
身
を
本
人
と
し
て
、
そ
の
者
と
相
手
方
と
の
間
に
成
立
し
て
い
る
行
爲
と
み
る
の
か
。
し
か
も
、
そ
れ
に
よ
つ
て
直
接
本
人
に
効
果
が

　
生
ず
る
と
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
か
。
こ
こ
に
通
読
に
封
す
る
疑
問
が
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
、
相
手
方
が
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
過
失
に
よ
ら
ず
し
て
知
り

　
え
な
か
つ
た
場
合
に
は
本
人
に
は
効
果
が
及
ば
ず
、
代
理
人
の
行
爲
と
み
な
さ
れ
る
（
民
一
〇
〇
本
文
）
。
但
し
、
相
手
方
が
こ
れ
を
過
失
に
よ
つ
て
知
ら
な
か

　
つ
た
場
合
、
す
な
わ
ち
知
る
こ
と
を
う
べ
か
り
し
場
合
に
は
本
人
に
効
果
が
及
ぶ
が
（
民
一
〇
〇
但
書
）
、
商
法
で
は
こ
の
場
合
と
く
に
代
理
人
に
も
責
任
を
負

　
わ
せ
て
い
る
（
商
五
〇
四
但
書
）
と
す
る
異
説
が
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
　
こ
の
場
合
に
も
そ
の
行
爲
が
代
理
行
爲
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
考
え
る
と
、
代
理
行
爲
か
ら
何
故
表
意
者
を
嘗
事
者
と
す
る
効
力
が
出
て
く
る
の
か
と
い

　
ろ
疑
問
を
生
ず
る
が
、
こ
の
よ
う
な
行
爲
は
と
く
に
代
理
行
爲
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
一
般
の
法
律
行
爲
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ



　
る
が
、
代
理
の
効
力
要
件
か
備
わ
つ
た
と
き
に
は
、
そ
二
か
ら
代
理
の
効
力
が
生
す
る
も
の
と
理
解
し
た
い
，

（
3
）
　
代
理
人
と
本
人
と
の
間
に
代
理
關
係
が
あ
る
場
合
に
は
、
代
理
人
の
行
爲
に
よ
つ
て
代
理
行
爲
が
成
立
し
〆
、
お
り
、
し
か
も
、
代
理
人
に
代
理
意
思
が
な
い

　
場
合
に
は
、
代
理
關
係
に
よ
つ
て
推
測
さ
れ
る
代
理
人
の
代
運
意
思
の
序
在
の
外
形
と
現
實
の
代
理
意
思
の
不
存
在
と
の
不
合
致
の
問
題
を
論
す
る
こ
と
に
な
る

　
の
か
。

（
4
）
介
入
椹
の
問
題
が
あ
る
。
商
法
四
一
條
二
項
ρ
お
よ
び
四
八
條
二
項
）
に
よ
れ
ば
、
支
配
人
か
四
一
條
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
「
自
己
ノ
爲
二
取
引
ヲ
爲

　
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
螢
業
主
ハ
之
ヲ
以
テ
自
己
ノ
爲
二
爲
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
微
ス
コ
ト
ヲ
得
」
る
の
で
あ
る
か
ら
、
支
配
人
も
自
己
の
た
め
に
す
る
行
爲
を
な
し
う
る

　
の
で
あ
つ
て
、
た
だ
そ
の
結
果
を
螢
業
主
が
自
己
の
も
の
と
な
し
5
る
と
い
ろ
た
け
で
あ
る
。
代
理
権
を
與
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
代
理
人
が
自
己
の
た
め
に

　
す
る
行
爲
を
な
し
え
な
く
な
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
毒
o
一
峙
帥
昌
勾
国
溶
暮
8
ザ
霞
の
理
論
の
大
要
を
紹
介
す
る
。

　
1
　
表
見
代
理
に
關
す
る
到
例
の
現
歌
に
至
る
ま
で
の
護
展
　
　
彼
は
、
ま
ず
、
ド
イ
ッ
法
に
お
い
て
、
成
文
法
上
の
概
念
で
は
な
く
、
到
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
い

法
上
形
成
さ
れ
た
表
見
代
理
の
理
論
を
、
震
展
の
各
段
階
を
示
す
代
表
的
到
決
に
沿
つ
て
、
現
歌
に
至
る
ま
で
研
究
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
到
決
の
上
に
立
つ
て
、
表
見
代
理
の
現
歌
を
探
究
す
る
。
そ
の
際
、
表
見
代
理
の
有
権
代
理
に
封
す
る
關
係
、
と
く
に
代
理
人
の
観
念
の
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

慮
－
代
理
人
の
観
念
は
代
理
意
思
を
要
求
す
る
か
ー
の
問
題
が
重
要
と
な
る
。
こ
れ
が
、
彼
の
研
究
の
意
圖
と
考
え
ら
れ
る
。

　
E
　
表
見
代
理
に
お
け
る
代
理
人
の
態
容
　
　
ま
ず
、
表
見
代
理
の
効
力
が
生
ず
る
た
め
に
は
、
亥
の
要
件
が
必
要
で
あ
る
。
到
例
に
よ
れ

ば
、
本
人
の
態
容
が
表
見
代
理
の
効
力
を
惹
き
起
す
法
的
外
観
の
た
め
の
足
が
か
り
を
な
し
て
い
る
。
代
理
人
の
活
動
の
知
↓
そ
の
忍
容
↓
授
椹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

も
　
　

む
　
　

む
　
　

セ
　
　

ち
　
　

ヤ
　
　

ち
　
　
　
む
　
　
　
む

を
推
断
せ
し
め
る
本
人
の
態
容
を
除
い
た
表
見
代
理
は
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
自
稽
代
理
人
の
本
當
の
代
理
人
の
よ
う
な
活
動
、
す
な
わ

ち
、
他
人
の
名
に
お
け
る
行
爲
を
欲
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
代
理
人
ら
し
い
行
爲
な
し
に
は
、
本
人
の
上
述
の
態
容
は
法
的
に
意
味

が
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
表
見
代
理
は
、
要
件
的
に
、
本
人
の
本
人
ら
し
い
態
容
と
、
自
稻
代
理
人
の
代
理
人
ら
し
い
行
爲
と
の
繭
者
を
前
提
と

　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
（
三
一
一
二
）



　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
（
三
三
二
）

（
4
）

す
る
。

　
代
理
意
思
の
必
要
性
の
問
題
　
　
と
こ
ろ
で
、
表
見
代
理
に
お
い
て
、
代
理
人
が
彼
に
よ
つ
て
締
結
さ
れ
た
行
爲
の
効
果
を
本
人
に
蹄
属
さ
せ

　
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち

よ
う
と
す
る
意
思
を
も
つ
て
い
れ
ば
困
難
は
生
じ
な
い
が
、
本
人
お
よ
び
代
理
人
の
代
理
権
を
推
断
せ
し
め
る
態
容
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

代
理
人
が
本
人
に
で
は
な
く
、
自
ら
義
務
を
負
い
椹
利
を
得
よ
う
と
欲
し
て
い
る
場
合
も
考
え
う
る
。
代
理
意
思
が
鉄
け
て
い
る
場
合
に
も
、
本

人
お
よ
び
代
理
人
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
代
理
椹
の
法
的
外
観
の
存
在
に
は
何
ら
影
響
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
代
理
人
が
法
的
外
観
に
反

し
て
、
表
見
的
本
人
の
た
め
に
で
は
な
く
、
自
己
の
た
め
に
行
爲
し
よ
う
と
欲
す
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
表
見
代
理
の
効
力
を
生
じ
さ
せ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
む

の
は
不
公
正
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
概
念
的
に
い
え
ば
、
表
見
代
理
は
代
理
意
思
を
要
件
と
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
代
理
人
の
眞
實
の

意
思
（
ド
イ
ッ
民
；
…
）
か
、
或
は
他
の
歌
況
の
枠
内
に
お
け
る
彼
の
熊
容
の
客
観
的
な
表
示
債
値
が
決
定
的
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
検
討
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
代
理
意
思
の
必
要
性
の
問
題
は
、
表
見
代
理
に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
有
権
代
理
に
お
い
て
も
意
味
を
も
っ
。
ド

イ
ッ
民
法
一
六
四
條
に
お
け
る
有
椹
代
理
人
の
観
念
が
、
代
理
意
思
、
す
な
わ
ち
、
自
己
の
意
思
表
示
に
よ
つ
て
締
結
さ
れ
た
行
爲
の
効
果
を
代

理
樺
授
與
者
に
生
ぜ
し
め
よ
う
と
す
る
意
思
を
要
求
し
て
い
る
か
ど
う
か
。
こ
の
よ
う
な
意
思
が
有
椹
代
理
に
お
い
て
顧
慮
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、

し
た
が
つ
て
、
代
理
の
効
力
が
、
外
的
厭
況
に
照
慮
す
る
或
は
そ
れ
に
反
す
る
代
理
人
の
意
思
に
か
か
わ
り
な
く
生
ず
る
な
ら
ば
、
こ
の
代
理
意

思
を
表
見
代
理
に
お
い
て
も
ま
た
要
求
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ド
イ
ッ
民
法
一
六
四
條
に
お
い
て
、
代
理
意
思
が
有
効
な
代
理

の
要
件
で
あ
る
な
ら
ば
、
表
見
代
理
に
お
い
て
代
理
人
に
こ
の
よ
う
な
代
理
意
思
を
要
求
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
表
面
化
す
る
。
も
し
、
こ
の

間
題
を
肯
定
す
る
な
ら
ば
、
表
見
代
理
の
効
力
は
、
場
合
に
よ
つ
て
は
、
認
識
し
え
な
い
そ
し
て
法
的
外
観
に
反
す
る
代
理
人
の
意
思
の
方
向
に

か
か
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
、
表
見
代
理
に
お
い
て
も
事
の
外
観
の
み
が
決
定
的
な
の
で
は
な
く
な
る
。
こ
れ
に
封
し
、
表
見
代
理
に
お
い
て

代
理
意
思
の
要
件
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、
有
椹
代
理
と
表
見
代
理
と
で
二
つ
の
異
つ
た
代
理
入
の
観
念
を
も
つ
に
至
る
。
一
艦
、
代
理
意
思
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

有
椹
代
理
お
よ
び
表
見
代
理
の
効
力
要
件
で
あ
る
の
か
。



　
皿
　
表
見
代
理
に
お
げ
る
代
理
意
思
　
　
表
見
代
理
に
お
い
て
、
本
人
を
拘
束
づ
げ
る
効
力
が
生
ず
る
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。
す
な
わ

ち
、
法
的
交
渉
に
當
つ
て
は
、
一
定
の
客
観
的
表
象
に
よ
つ
て
確
定
し
う
る
一
般
の
事
實
に
頼
る
ほ
か
な
い
。
授
穫
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な

一
般
の
事
實
が
問
題
と
な
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
よ
う
な
事
實
の
法
的
外
観
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
本
人
は
、
普
通
、
現
實
の
授
樺
の
欠
欲
を
援
用

し
え
な
い
。
法
的
交
渉
の
保
護
が
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
表
見
代
理
の
効
力
要
件
に
も
作
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
的

外
観
は
、
そ
の
性
質
上
、
外
的
に
認
識
し
う
る
表
象
に
限
ら
れ
る
。
到
例
も
、
代
理
の
法
的
外
観
が
生
ず
る
の
は
、
本
人
の
外
的
熊
容
か
ら
の
み

で
あ
つ
て
、
意
思
の
決
定
か
ら
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
法
的
外
観
は
本
人
に
よ
つ
て
の
み
作
り
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

も
　
　
ち
　
　
も

代
理
人
も
ま
た
關
與
す
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
人
の
表
示
或
は
一
定
の
事
情
の
下
に
お
け
る
そ
の
態
容
は
、
本
人
の
態
容
と
同
様
に
、
授
樫
を
推

測
せ
し
め
る
。
表
見
代
理
の
効
力
は
、
法
的
交
渉
の
保
護
に
値
す
る
利
猛
に
基
き
、
本
人
の
意
思
に
基
く
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
さ
ら
に
加
え
て
、

本
人
の
た
め
に
行
爲
す
る
と
い
う
代
理
人
の
意
思
に
か
か
ら
し
め
る
こ
と
は
意
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
表
見
代
理
に
お
い
て
、
代
理
人
の
代
理
意

思
に
代
理
の
効
力
の
た
め
の
欲
く
べ
か
ら
ざ
る
要
件
と
し
て
の
意
昧
を
與
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
代
理
意
思
の
欠
敏
に
當
つ
て
、
表
見
代
理
の
効
力

は
挫
折
し
て
し
ま
う
。
か
く
し
て
は
、
代
理
人
の
意
思
に
取
引
の
利
盆
ー
表
見
代
理
の
拘
東
力
の
實
質
的
な
基
礎
を
な
す
も
の
が
、
ま
さ
に
取

引
の
利
盆
な
の
で
あ
る
が
ー
よ
り
も
優
位
を
與
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
近
時
の
到
例
が
、
自
己
を
拘
束
し
よ
う
と
す
る
本
人
の
意
思
に
重
要
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
ロ

を
お
か
な
い
な
ら
ば
、
同
様
に
、
本
人
を
拘
束
す
る
代
理
人
の
意
思
も
ま
た
重
要
性
を
お
か
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
W
　
有
椹
代
理
に
お
け
る
代
理
意
思
　
　
有
槽
代
理
の
効
力
の
根
嫁
は
、
本
人
は
代
理
穫
の
授
與
に
よ
つ
て
表
示
の
負
捲
を
代
理
人
へ
移
輻
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
も

そ
の
代
り
代
理
の
効
力
を
自
己
に
利
盆
に
も
不
利
盆
に
も
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
人
の
意
思
表
示
（
代
理
椹
授

與
）
か
ら
代
理
の
効
力
が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
代
理
の
効
力
要
件
に
つ
い
て
も
意
味
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
詮
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
、
有
効
な
代
理
の
た
め
の
要
件
と
し
て
、
①
代
理
人
に
よ
る
意
思
表
示
が
彼
に
與
え
ら
れ
た
代
理
樺
の
範
園
内
で
行
わ
れ
る
こ
と
、
㈹
代
理
人

が
他
人
の
名
に
お
い
て
行
爲
す
る
こ
と
、
㈹
こ
の
他
人
の
名
に
お
け
る
行
爲
が
意
思
表
示
の
相
手
方
に
認
識
し
う
る
こ
と
H
顯
名
主
義
（
o
論
．
コ
，

　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
（
三
三
三
）



　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
（
三
三
四
）

κ
q
昌
象
箇
犀
Φ
律
魯
匡
儲
甘
）
（
ド
イ
ツ
民
一
六
四
－
前
段
。
他
人
の
名
に
お
い
て
行
爲
す
る
こ
と
が
事
情
か
ら
知
り
う
る
場
合
は
、
他
人
の
名
に
お
い
て
行
爲
す
る
と
い

う
代
理
人
の
明
示
の
表
示
に
同
等
で
あ
る
〔
ド
イ
ッ
民
一
六
四
－
後
段
〕
）
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
代
理
人
は
意
思
表
示
を
す
る
と
ぎ
に
、
原
則
と
し

て
、
本
人
を
代
理
し
て
行
爲
す
る
か
ど
う
か
を
到
断
す
る
自
由
を
も
つ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
代
理
人
の
意
思
が
事
實
の
外
観
と
合
致
し
な

い
と
き
に
困
難
が
生
ず
る
。
場
合
を
分
け
て
、

ω
　
他
人
の
名
に
お
い
て
行
爲
す
る
代
理
人
の
意
思
が
認
識
し
え
ら
れ
る
よ
う
に
現
わ
れ
な
い
と
ぎ
　
　
一
六
四
條
二
項
の
場
合
で
あ
り
、
他
人

の
名
に
お
い
て
行
爲
す
る
意
思
が
明
示
的
に
も
、
或
は
事
情
か
ら
も
明
か
と
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
他
人
の
名
に
お
い
て
行
爲
す
る
意
思
は
顧
慮

さ
れ
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
代
理
意
思
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
理
人
は
自
己
が
當
事
者
と
な
る
。

⑧
　
代
理
人
の
自
己
の
名
に
お
い
て
す
る
意
思
が
内
心
に
止
ま
り
、
或
は
十
分
明
か
に
表
示
さ
れ
な
い
と
き
に
、
他
人
の
名
に
お
い
て
表
示
が
な

さ
れ
る
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
事
構
が
重
な
つ
た
と
き
　
　
た
と
え
て
み
れ
ば
、
表
見
代
理
（
代
理
穫
が
な
い
の
に
、
代
理
し
よ
う
と
い
う
場
合
）
と
裏

側
の
封
鷹
關
係
に
あ
る
場
合
で
（
代
理
椹
は
あ
る
が
、
自
己
の
た
め
に
行
爲
し
よ
う
と
い
う
場
合
）
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
は
法
律
の
規
定
は
な
い
。
通
読

に
よ
れ
ば
、
代
理
意
思
の
存
在
は
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
外
観
上
の
代
理
人
が
行
爲
の
當
事
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
結
果
は
表

見
代
理
に
つ
い
て
得
ら
れ
た
認
識
を
顧
慮
す
る
と
、
安
當
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

　
⑧
　
㈲
　
ド
イ
ッ
民
法
一
六
四
條
の
文
理
解
繹
か
ら
、
代
理
意
思
は
そ
れ
が
認
識
し
う
る
よ
う
に
現
わ
れ
な
い
と
き
に
の
み
役
割
を
も
つ
一
（
ド

イ
ッ
民
一
六
四
－
参
照
）
。
外
部
的
事
情
か
ら
代
理
人
が
本
人
の
名
に
お
い
て
行
爲
す
る
こ
と
が
明
か
に
な
る
な
ら
ば
、
他
人
の
名
に
お
い
て
行
爲

す
る
意
思
は
間
題
と
な
ら
な
い
（
ド
イ
ッ
民
工
ハ
四
－
滲
照
）
。

　
㈲
　
通
詮
が
い
う
よ
う
に
、
確
か
に
、
與
え
ら
れ
た
代
理
権
を
使
う
か
ど
う
が
は
代
理
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
、

代
理
人
は
、
他
人
の
名
に
お
い
て
行
爲
す
る
か
自
己
の
名
に
お
い
て
行
爲
す
る
か
の
意
思
を
明
か
に
さ
せ
る
拘
束
を
負
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

飾
結
さ
れ
な
い
。
代
理
人
の
外
部
的
な
熊
容
が
、
代
理
人
、
無
権
代
理
人
、
或
は
當
事
者
と
し
て
の
特
性
を
決
定
す
る
。



　
⑥
　
最
近
の
一
部
の
學
論
は
、
補
助
者
が
意
思
表
示
を
行
う
際
に
、
そ
れ
が
代
理
人
で
あ
る
か
使
者
で
あ
る
か
を
決
す
る
の
は
、
補
助
者
の
主

人
に
封
す
る
内
部
關
係
ー
補
助
者
の
意
思
の
方
向
i
に
よ
る
の
で
あ
つ
て
、
補
助
者
の
外
部
的
態
容
に
よ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
引

き
合
い
に
出
す
。
し
か
し
、
補
助
者
に
つ
い
て
の
代
理
人
で
あ
る
か
使
者
で
あ
る
か
の
性
質
づ
け
の
標
準
は
、
代
理
意
思
の
必
要
性
を
強
要
す
る

も
の
で
は
な
い
。
補
助
者
の
主
人
に
封
す
る
内
部
關
係
は
、
主
人
が
使
者
に
傳
達
を
委
託
し
た
意
思
表
示
を
自
ら
行
う
か
、
或
は
そ
れ
を
代
理
人

に
委
ね
る
か
の
問
題
に
及
ぶ
だ
け
で
あ
つ
て
、
代
理
人
が
現
實
に
主
人
を
代
理
し
よ
う
と
欲
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
は
及
ば
な
い
。

　
㈲
　
ま
た
、
さ
ら
に
、
先
に
な
し
た
表
見
代
理
に
つ
い
て
の
考
究
は
、
代
理
の
有
効
要
件
と
し
て
の
代
理
意
思
の
必
要
性
を
否
定
し
た
が
、
そ

れ
は
、
表
見
代
理
に
お
い
て
、
代
理
意
思
が
歓
け
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
他
に
は
存
在
す
る
代
理
の
外
観
の
効
力
を
破
壊
す
る
可
能
性
を
代
理
人

に
委
ね
る
こ
と
は
安
當
で
な
い
と
い
う
理
由
で
あ
つ
た
。
こ
の
理
由
は
、
有
権
代
理
に
お
い
て
も
ま
た
安
當
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
表
示
の
相
手

方
に
と
つ
て
は
、
法
律
行
爲
に
よ
る
有
椹
代
理
（
代
理
穰
を
授
與
さ
れ
た
任
意
代
理
ー
以
下
、
箪
に
有
椹
代
理
と
い
う
）
は
、
外
的
歌
況
に
お
い
て
、
表

見
代
理
と
異
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
表
見
代
理
に
お
い
て
は
、
授
権
の
法
的
現
實
に
封
し
て
、
授
椹
の
法
的
外
観
が
存
在
す
る
こ
と
に
特
色
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
む

る
。
有
権
代
理
も
、
ま
た
一
つ
の
法
的
外
観
を
も
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
授
権
に
關
し
て
で
は
な
く
、
他
人
の
名
に
お
け
る
行
爲
と
い
う

黙
に
關
し
て
で
あ
る
。
契
約
の
締
結
に
當
つ
て
は
、
存
在
す
る
諸
事
情
に
頼
る
ほ
か
な
く
、
そ
の
諸
事
情
の
中
に
は
、
代
理
人
の
代
理
し
よ
う
と

い
う
明
示
の
表
示
も
属
し
う
る
が
、
し
か
し
、
い
つ
で
も
属
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
有
椹
代
理
に
お
い
て
、
代
理

人
が
他
入
の
名
に
お
け
る
行
爲
と
い
う
法
的
外
観
に
反
し
て
自
己
の
名
に
お
い
て
行
爲
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
法
的
外
観
に
信
頼
す
る
と
い
う

法
的
交
渉
の
利
盆
は
、
表
見
代
理
に
お
け
る
と
同
様
に
大
き
い
。

　
⑥
　
さ
ら
に
、
表
見
代
理
と
有
権
代
理
と
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
差
異
は
、
輩
に
、
有
樺
代
理
に
あ
つ
て
は
代
理
権
は
法
律
行
爲
に
基
き
、
表

見
代
理
に
あ
つ
て
は
｝
定
の
方
法
で
作
ら
れ
た
法
的
外
観
に
基
く
と
い
う
黙
に
あ
る
。
も
し
、
本
人
の
意
思
に
合
致
し
な
い
代
理
の
効
力
に
お
い

て
（
表
見
代
理
の
場
合
）
、
代
理
人
の
代
理
意
思
が
問
題
と
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
本
人
の
意
思
に
基
く
代
理
の
場
合
に
は
（
有
椹

　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
（
三
三
五
）



　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
一
　
　
　
（
三
三
六
）

代
理
の
場
合
）
、
こ
の
こ
と
が
安
當
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
代
理
意
思
の
必
要
性
の
否
定
は
、
代
理
人
が
外
観
に
反
し
て
自
己
の
た
め
に
行
爲
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
も
、
そ
の
締
結
さ
れ
た
行
爲
の
効
果
を
本
人
が
受
け
る
こ
と
で
あ
る
が
、
有
椹
代
理
の
場
合
に
は
、
本
人
は
、
表
見
代
理
の
場

合
に
お
け
る
よ
り
も
、
よ
り
代
理
の
効
力
を
考
慮
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
。
表
見
代
理
に
關
す
る
最
近
の
劃
例
に
よ
れ
ば
、
表
見
代
理
に
お

い
て
は
、
そ
の
効
力
が
生
ず
る
た
め
に
、
本
入
の
態
容
か
ら
推
断
さ
れ
る
授
権
の
法
的
外
観
と
、
代
理
人
に
よ
る
他
人
の
名
に
お
け
る
行
爲
を
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ

求
し
、
代
理
意
思
を
要
求
し
な
い
の
に
、
有
樺
代
理
に
お
い
て
、
本
人
に
よ
る
授
槽
と
、
代
理
人
に
よ
る
他
人
の
名
に
お
け
る
行
爲
と
、
さ
ら
に

代
理
人
に
お
け
る
代
理
意
思
と
を
要
求
す
る
な
ら
ば
、
授
権
は
歓
け
て
い
な
い
が
、
し
か
し
代
理
意
思
が
訣
け
て
い
る
と
い
う
場
合
に
、
事
實
上

安
當
な
結
果
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
ー
表
見
的
な
授
椹
で
は
な
く
、
現
實
の
授
椹
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ー
表
見
代
理
の
理
論
に

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
現
實
の
授
権
が
存
在
す
る
か
ら
と
い
う
の
で
、
表
見
代
理
の
規
定
を
適
用
し
な
い
な
ら
ば
、
代
理
意
思

が
飲
け
て
い
る
た
め
に
全
く
代
理
の
効
力
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
代
理
の
効
力
は
、
表
見
代
理
に
よ
つ
て
、
す
な
わ

ち
、
授
権
な
し
に
、
根
櫨
づ
け
ら
れ
る
方
が
、
法
律
行
爲
に
よ
つ
て
授
構
さ
れ
た
有
権
代
理
に
よ
る
よ
り
も
、
さ
ら
に
容
易
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
有
椹
代
理
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
そ
の
有
効
要
件
と
し
て
、
代
理
意
思
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
（
9
）

ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
結
論
、
O
霧
o
冨
坤
h
曾
盆
昌
霧
き
嘘
げ
“
　
　
有
構
代
理
に
お
い
て
は
、
本
人
の
名
に
お
い
て
す
る
と
い
う
意
思
表
示
が
な
さ
れ
る
か
、
或

は
事
情
か
ら
こ
の
こ
と
が
知
り
う
る
な
ら
ば
、
代
理
人
の
意
思
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
授
穫
さ
れ
た
代
理
人
の
締
結
し
た
行
爲
の
有
効
性
の
た
め

に
は
、
そ
の
外
的
態
容
の
み
が
、
他
の
考
慮
す
べ
き
外
的
歌
況
と
合
し
て
決
定
的
な
意
昧
を
も
つ
。
こ
の
外
観
は
、
有
樺
代
理
の
場
合
に
は
、
本

人
の
態
容
に
基
く
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
限
り
で
、
表
見
代
理
の
場
合
と
は
異
つ
て
い
る
。
表
見
代
理
に
お
い
て
は
、
代
理
の
効
力
を
惹
き
起

す
法
的
外
観
は
、
本
人
と
代
理
人
と
に
よ
つ
て
作
り
出
さ
れ
る
か
ら
。
有
椹
代
理
に
お
い
て
は
、
本
人
の
側
で
は
、
代
理
椹
の
授
與
で
十
分
で
あ

り
、
代
理
人
の
側
で
は
、
他
人
の
名
に
お
い
て
行
爲
す
る
こ
と
が
顯
示
さ
れ
る
こ
と
が
加
わ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
代
理
人
の
代



理
意
思
と
相
覆
・
）
必
要
は
な
い
。
代
理
の
効
力
に
と
つ
て
は
、
代
理
僅
と
代
理
し
て
行
爲
す
る
こ
と
の
顯
示
の
み
が
重
要
で
あ
り
、
代
理
意
思
は
重

要
で
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
表
見
代
理
に
關
す
る
最
近
の
到
例
か
ら
出
穫
し
た
検
討
の
結
果
は
、
表
見
代
理
と
有
権
代
理
と
の
基
礎
に
は
統

一
的
な
代
理
人
の
観
念
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
代
理
人
の
観
念
は
、
軍
に
、
代
理
人
の
外
的
態
容
に
よ
つ
て
の
み
決
定
さ
れ
、
代
理
意

思
を
前
提
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
命
題
は
、
い
わ
ゆ
る
コ
0
3
9
餌
即
騰
宮
α
窪
3
”
昌
騎
魯
使
．
の
考
慮
に
よ
つ
て
、
補
充
と
制
限
が
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

要
と
な
る
。
O
①
の
o
感
坤
翫
日
留
昌
霧
曽
鴨
算
を
直
接
代
理
の
一
攣
形
と
理
解
す
る
。
そ
こ
で
は
、
代
理
人
と
取
引
し
た
相
手
方
に
と
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
β
1
1
一

客
観
的
に
み
れ
ば
、
本
人
が
誰
で
あ
る
か
は
問
題
と
な
ら
ず
、
利
盆
状
態
が
、
本
人
が
直
接
に
穂
利
を
得
ま
た
義
務
を
負
う
こ
と
を
要
求
す
る
。

現
金
費
買
（
国
9。
民
9
0
鼠
）
の
場
合
、
屡
々
こ
の
例
と
考
え
ら
れ
る
。
O
①
8
げ
餌
坤
施
弩
留
昌
3
㊤
昌
㎎
①
耳
に
お
い
て
は
、
一
般
に
い
つ
て
、
　
一
六
四

條
二
項
と
は
異
つ
て
、
他
人
の
名
に
お
け
る
行
爲
の
顯
示
が
代
理
の
効
力
の
た
め
の
要
件
で
は
な
い
。
代
理
人
が
こ
の
顯
示
を
し
な
い
場
合
と
い

え
ど
も
、
本
入
は
、
直
接
、
行
爲
の
當
事
者
と
な
る
。
し
か
し
、
効
力
要
件
と
し
て
、
代
理
権
は
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
、
正

し
く
も
、
O
o
の
。
岳
ヰ
ま
目
α
曾
窃
弩
鴨
耳
に
お
い
て
、
代
理
の
有
効
性
の
た
め
に
、
代
理
人
の
自
己
の
た
め
で
は
な
く
本
人
の
た
め
に
行
爲

す
る
と
い
う
意
思
が
要
求
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
何
ら
か
の
方
法
で
、
代
理
人
も
ま
た
代
理
の
効
力
の
た
め
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
人
の
名
に
お
け
る
行
爲
で
あ
る
こ
と
の
顯
示
に
よ
る
か
、
或
は
、
ー
相
手
方
に
と
つ
て
そ
れ
が
少
し
も
重
要
で
な
い
場
含
に
は
i
・
て
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
並
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癒
㌧

封
鷹
す
る
意
思
の
方
向
に
よ
つ
て
、
す
な
わ
ち
代
理
意
思
に
よ
つ
て
。
こ
こ
で
は
、
代
理
意
思
は
、
有
効
な
代
理
の
前
提
要
件
で
あ
る
。

（
－
）
ミ
o
罵
鴨
一
あ
閾
詩
露
駐
。
ぎ
ン
oQ
。
冨
筥
く
o
一
巨
曽
騨
目
q
＜
①
詳
お
富
ぎ
㊤
鴨
箋
一
＞
8
置
く
ま
肖
o
守
旨
9
謎
。
冨
犀
鶴
量
一
㎝
鳶
●
ω
彗
亀
’
一
●
国
9
“

　一〇

3
噛
の
ω
●
一
山
ピ

（
2
）
　
電
葺
①
暮
8
ぎ
き
空
勲
O
こ
ω
ω
。
緊
り
●
な
お
、
判
決
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
た
表
見
代
理
の
理
論
を
彼
の
定
義
づ
け
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ

　
る
。
「
或
る
人
U
相
手
方
が
他
人
H
本
人
の
自
構
代
理
人
と
双
方
行
爲
を
締
結
す
る
と
き
に
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
他
人
は
、
實
際
に
は
授
與
し
な
が

　
つ
た
代
理
穫
の
法
的
外
観
の
た
め
に
、
義
務
を
負
い
椹
利
を
取
得
す
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
代
理
人
と
締
結
す
る
者
が
、
信
義
誠
實
に
取
引
慣
行
を
顧
慮
し
て
も
、

　
そ
の
他
人
の
態
容
か
ら
彼
か
彼
の
た
め
に
行
爲
す
る
代
理
人
の
活
動
を
知
り
、
忽
容
し
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
行
爲
に
代
理
椹
を
授
與
し
た
も
の
と
認
め
る
こ
と

　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
へ
、
二
、
二
七
）



　
　
　
代
理
意
思
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つ
い
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二
四
　
　
　
（
三
三
八
）

　
が
無
理
か
ら
ね
場
合
で
あ
る
。
も
し
、
そ
の
他
人
が
、
代
理
人
の
活
動
を
、
取
引
上
要
求
さ
れ
る
注
意
を
も
つ
て
し
て
も
認
識
し
え
ず
、
ま
た
妨
げ
え
な
か
つ
た

　
と
い
う
場
合
に
は
、
代
理
の
効
力
は
生
じ
な
い
。
」
（
閾
埠
㊦
昌
審
9
①
ン
孚
騨
O
こ
ω
。
o
o
●
）

（
3
）
田
ざ
昌
富
o
冨
ン
騨
90
●
O
。
”
ω
●
一
．

（
4
）
　
　
勾
邑
匹
①
H
戸
φ
の
O
｝
回
⑦
目
｝
　
㎜
…
F
’
　
㊤
・
　
《
》
；
　
oo
ω
。
　
O
i
一
一
●

（
5
）
　
彼
は
、
こ
の
場
合
、
心
裡
留
保
に
關
す
る
ド
イ
ッ
民
法
一
一
六
條
の
規
定
に
は
よ
り
え
な
い
と
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
は
、
表
意
者
に
お
い
て
意

　
思
と
表
示
と
は
合
致
し
う
る
が
、
外
観
が
代
理
關
係
を
表
わ
し
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
一
一
六
條
の
内
心
の
留
保
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
と
す
る
（
男
涛
o
ロ
、

　
註
o
冒
Φ
グ
9
0
’
㊤
．
O
‘
oo
・
に
噛
訪
β
日
。
曽
●
）
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
、
）

（
1
0
）

　
国
一
一
く
①
昌
酔
の
O
げ
Φ
目

（
n
4

　
は
、

（
1
2
）

　
め
で
は
な
く
自
己
の
た
め
に
行
爲
し
よ
う
と
欲
し
た

（
13
）

国
一
κ
①
暮
ω
o
げ
Φ
炉
帥
c
9
●
O
こ
ω
ω
●
一
一
ー
一
ω
●

噛
孟
一
《
①
冒
F
6
ω
O
び
①
月
矯
　
螢
6
　
餌
。
　
（
》
こ
　
ω
ω
●
　
一
GD
I
一
㎝
●

代
理
人
に
よ
る
意
思
表
示
、
或
は
意
思
表
示
の
受
理
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
者
だ
け
を
考
え
て
い
く
。

田
ざ
昌
諺
魯
①
ン
㊤
6
勲
O
ご
ω
ω
●
一
倉
一
㎝
1
一
。
。

≦
Φ
9
臼
菖
㊤
ロ
昌
は
、
こ
の
場
合
、
他
人
の
名
に
お
い
て
行
爲
す
る
顯
示
が
な
い
か
ら
、
代
理
へ
直
接
代
理
）
で
ば
な
く
、
間
接
代
理
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
　
　
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
軍
に
言
葉
の
箏
い
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
国
詩
①
ロ
富
昌
①
び
鉾
鉾
O
こ
ω
・
鱒
9
》
昌
白
・
①
一
・
）
。

b
o
冒
昌
暫
ロ
昌
は
、
O
霧
魯
鱗
砕
哺
辞
留
昌
霧
90
ロ
騎
Φ
げ
紳
の
認
め
ら
れ
る
の
は
、
債
椹
行
爲
、
物
穫
行
爲
に
及
ぶ
と
す
る
。
こ
れ
に
封
し
、
ミ
Φ
ω
“
臼
日
四
β
昌

物
灌
行
爲
に
限
る
と
す
る
。
国
一
＄
ロ
諾
魯
霞
は
、
こ
れ
を
個
々
の
場
合
に
よ
る
と
考
え
て
い
る
角
時
①
昌
瑳
魯
臼
一
鉾
勲
O
こ
ω
・
8
｝
》
昌
日
。
露
●
）
。

の
3
魯
似
砕
捺
同
留
昌
窃
o
昌
騎
①
げ
一
に
お
い
て
、
本
人
で
は
な
く
代
理
人
が
椹
利
を
得
ま
た
義
務
を
負
う
こ
と
を
主
張
す
る
者
は
、
代
理
人
が
本
人
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
円
涛
①
β
駐
o
ぽ
Φ
び
90

●
勲
O
こ
ω
．
卜
〇
一
●
）
。

累
ざ
暮
怨
①
ン
90
●
90
。
O
こ
ω
ω
●
一
。
歯
一
●

こ
と
を
立
謹
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い

八

　
以
上
に
紹
介
し
た
田
ざ
β
言
魯
霞
の
代
理
意
思
不
要
論
に
反
し
て
、
代
理
意
思
は
代
理
の
効
力
要
件
と
し
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
い
わ
ざ

　
　
　
　
へ
ー
）

る
を
え
な
い
。
意
思
表
示
理
論
一
般
か
ら
い
つ
て
、
日
本
民
法
九
九
條
一
項
て
「
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
示
」
す
と
い
つ
て
い
る
の
は
、
本



込
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
示
す
必
要
は
あ
る
が
、
本
人
の
た
め
に
す
る
意
思
は
問
題
と
し
な
い
意
味
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
、
本
人

　
　
　
　
　
　
も
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
む
　
　

む
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　
め

の
た
め
に
す
る
意
思
を
問
題
と
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
何
を
表
示
す
る
の
か
が
分
ら
な
い
。
表
示
さ
れ
る
本
艦
は
代
理
意
思
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ヤ

い
。
代
理
行
爲
の
成
立
に
は
代
理
意
思
の
表
示
で
足
り
る
が
、
代
理
の
効
力
が
穫
生
す
る
た
め
に
は
、
代
理
意
思
が
表
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
代
理
意
思
の
表
示
を
含
む
法
律
行
爲
の
効
果
と
し
て
代
理
の
効
力
が
生
ず
る
と
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
も
の

と
考
え
る
。
こ
の
黙
で
、
曽
ざ
暮
の
9
霞
の
理
論
は
、
そ
の
周
到
な
推
論
の
進
め
方
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誤
つ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
2
）い

。
し
か
し
、
国
鱒
雪
富
魯
霞
の
論
論
は
、
代
理
意
思
を
め
ぐ
つ
て
、
次
の
二
つ
の
黙
を
我
々
に
反
省
さ
せ
る
。
一
つ
は
、

　
①
　
代
理
の
効
力
要
件
と
し
て
、
代
理
意
思
の
存
在
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
つ
て
も
、
代
理
人
の
内
心
的
な
作
用
を
そ
の
ま
ま

知
畳
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
代
理
意
思
は
何
ら
か
の
外
的
な
形
で
把
え
ら
れ
る
ほ
か
は
な
い
。
原
則
と
し
て
は
、
代
理
意
思
の
表
示
の
形
で
民

九
九
1
。
元
來
、
内
心
的
効
果
意
思
の
形
で
存
在
す
る
代
理
意
思
か
表
示
上
の
効
果
意
思
の
形
で
把
え
ら
れ
る
。
こ
の
形
で
代
理
意
思
が
把
え
ら
れ
れ
ば
、
原
則
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
内
心
的
な
不
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
代
理
意
思
は
存
在
す
る
と
さ
れ
る
。
例
外
的
に
錯
誤
、
或
は
心
裡
留
保
の
場
合
の
考
慮
が
必
要
と
な
る
）
、
例
外
的
に
は
、

外
部
的
な
事
情
に
よ
つ
て
代
理
意
思
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
民
一
〇
〇
但
書
。
こ
の
場
合
は
代
理
意
思
の
表
示
で
は
な
い
の
で
、
代
理
人
の
意
思
に

關
せ
ず
に
、
客
観
的
に
そ
の
意
思
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
て
あ
る
）
、
或
は
さ
ら
に
、
直
接
、
代
理
意
思
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
し
に
、
通

常
代
理
意
思
を
伴
う
基
本
的
な
關
係
が
外
部
的
な
事
情
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
代
理
意
思
が
推
断
さ
れ
る
場
合
へ
商
五
〇
四
本
丈
の

一
つ
の
場
合
。
第
二
の
場
合
と
こ
の
場
合
と
で
差
異
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
な
お
検
討
す
る
必
要
か
あ
る
）
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
代
理
意
思
の
存
在
が
代
理
の
効
力
要
件
と
し
て
必
要
て
あ
る
と
い
つ
て
も
、
代
理
人
の
内
心
的
な
意
思
そ
の
も
の
が
問
題
と
な
る
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

な
く
、
何
ら
か
の
外
的
な
形
で
推
断
さ
れ
る
意
思
が
、
ま
ず
、
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
意
思
と
は
、
言
葉
の
も
つ
本
來
の
意
味
か
ら
い
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ば
、
人
の
内
心
の
主
観
的
な
事
項
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
法
の
場
面
に
お
い
て
は
、
人
の
内
心
の
主
観
的
事
項
を
他
の
も
の

の
介
在
な
し
に
直
接
に
把
握
す
る
方
法
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
杜
會
生
活
に
お
け
る
人
の
法
的
交
渉
に
つ
い
て
は
、
内
心
的
主
観
的
な
事
項
は
外

　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
（
三
三
九
）



　
　
　
代
理
意
思
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
　
（
三
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

形
的
な
態
容
を
通
し
て
の
み
評
便
の
封
象
と
な
る
。
さ
ら
に
、
も
う
日
つ
の
問
題
は
、

　
ω
　
代
理
意
思
の
表
示
が
目
的
ど
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
法
律
行
爲
か
ら
生
ず
る
法
律
効
果
を
直
接
本
人
に
瞬
属
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
目
的
と
さ
れ
る
の
は
、
法
的
な
効
果
で
あ
り
、
「
本
人
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
」
と
規
定
さ
れ
て
い
て
も
、
こ
れ
は
決
し
て
、

代
理
行
爲
の
事
實
上
の
結
果
で
あ
る
利
盆
を
本
人
に
蹄
属
さ
せ
る
と
い
う
経
濟
的
な
効
果
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
一

髄
、
こ
の
よ
う
な
法
的
な
効
果
ま
で
も
表
意
者
は
そ
の
意
思
内
容
と
し
て
意
欲
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
黙
が
疑
問
と
な
る
。
効
果
意
思
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　

内
容
は
、
肚
會
關
係
に
お
け
る
事
實
的
効
果
で
あ
つ
て
、
法
が
そ
の
理
想
か
ら
み
て
、
営
事
者
の
意
欲
す
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
つ
て
法
的
効
果
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

與
え
る
慣
値
が
あ
る
と
な
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
表
意
者
の
目
的
と
し
て
い
る
も
の
は
事
實
的
効
果
な
の
で
あ
つ
て
、
法
律
行
爲
の
解

繹
と
は
表
示
行
爲
の
有
す
る
非
法
的
な
意
味
を
法
的
に
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
法
律
行
爲
と
は
、
表
意
者
の
意
欲
す
る
と
こ
ろ

に
し
た
が
つ
て
法
的
効
果
が
與
え
ら
れ
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
と
い
つ
て
も
、
必
ず
し
も
表
意
者
の
意
欲
し
た
と
こ
ろ
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
表

意
者
が
意
欲
し
た
も
の
と
し
て
法
的
に
構
成
さ
れ
た
も
の
に
封
し
て
法
的
効
果
が
與
え
ら
れ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
（
9
）

理
意
思
の
存
否
と
同
時
に
、
そ
の
内
容
も
一
種
の
法
の
擬
制
に
よ
つ
て
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
へ
ー
）
い
且
三
の
円
昌
8
8
2
鉾
≧
再
魯
・
①
官
霞
目
①
一
乙
3
σ
母
の
Φ
島
魯
露
寄
魯
貫
一
9
》
島
●
（
匡
雪
の
8
巨
Z
首
冨
呂
薯
）
．
ド
匡
巴
び
富
邑
｝

　
　
一
〇
①
9
0
0
。
ε
旨
．
に
よ
れ
ば
、
固
ざ
β
言
9
霞
　
の
代
理
意
思
不
要
の
見
解
は
、
法
律
の
規
定
と
調
和
し
な
い
と
さ
れ
る
。
意
思
と
表
示
の
問
題
は
、
ド
イ
ッ
民

　
　
法
一
一
六
條
以
下
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
一
六
四
條
二
項
が
關
與
し
な
い
限
り
で
は
、
一
一
六
條
以
下
は
ま
た
代
理
關
係
に
お
け
る
意
思
表
示
に
も
適

　
　
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
田
寄
昌
駐
魯
霞
は
、
代
理
人
の
關
與
を
代
理
椹
授
興
の
法
的
外
観
の
作
出
の
面
で
考
え
る
こ
と
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
代
理
穫
授
與

　
　
の
外
観
と
、
代
理
人
が
代
理
意
思
を
有
す
る
こ
と
の
外
観
と
は
匹
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
代
理
人
の
代
理
意
思
は
問
題
と
な
ら

　
　
ず
、
代
理
人
の
外
的
態
容
が
こ
れ
を
決
す
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
意
思
と
外
観
と
が
合
致
し
な
い
と
き
に
、
ど
の
範
園
で
意
思
を
顧
慮
し
、
ど
こ
ま
で
外
観
に

　
　
よ
つ
て
決
す
る
か
の
問
題
か
存
在
す
る
。
ド
イ
ッ
民
法
一
六
四
條
一
項
前
段
に
お
い
て
意
思
と
表
示
と
の
不
合
致
が
問
題
と
さ
れ
る
限
り
、
一
六
四
條
一
項
後
段

　
　
の
場
合
に
も
代
理
意
思
を
有
す
る
こ
と
の
外
観
だ
け
で
事
を
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
外
観
に
反
す
る
意
思
も
顧
慮
さ
れ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば



　
な
ら
な
い
。

（
3
）
　
こ
れ
は
、
　
一
般
の
意
思
表
示
理
論
か
ら
引
き
出
し
う
る
結
果
で
あ
る
。
国
涛
①
昌
諾
魯
霞
の
説
は
、
内
心
的
意
思
の
存
在
を
念
頭
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
の

　
不
要
を
、
こ
と
さ
ら
、
唱
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
意
思
表
示
理
論
の
出
嚢
黙
に
お
い
て
誤
つ
て
い
る
。
も
つ
と
も
、
ド
イ
ッ
民
法
に
お
い
て

　
は
、
　
コ
ま
一
一
條
て
、
意
思
表
示
の
解
繹
に
當
つ
て
は
眞
實
の
意
思
を
探
究
す
る
と
い
う
要
請
が
あ
り
、
こ
こ
で
眞
實
の
意
思
と
は
内
心
の
意
思
を
指
す
も
の
と
解

　
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
　
二
二
三
條
の
解
繹
と
し
て
も
、
決
し
て
解
繹
の
目
標
が
表
意
者
の
内
心
の
意
思
そ
の
も
の
な
の
で
は
な
く
て
、
表
示
に
現
わ
れ
た
限
り
で

　
の
意
思
で
あ
る
と
解
す
べ
き
こ
と
と
思
う
。

（
4
）
　
も
っ
と
も
、
第
一
の
場
合
（
意
思
表
示
の
場
合
）
と
、
第
二
、
第
三
の
場
合
と
で
は
差
異
を
認
め
る
の
が
正
し
い
。
第
一
の
場
合
は
、
表
示
上
の
意
思
か
意

　
思
そ
の
も
の
と
し
て
通
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
、
第
三
の
場
合
は
、
意
思
の
存
在
を
推
測
さ
せ
る
事
實
が
あ
つ
て
、
そ
の
事
實
が
あ
れ
ば
、
一
底
意
思
が
あ

　
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
と
い
う
作
用
を
螢
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
5
）
　
人
の
活
動
は
常
に
目
的
實
現
の
過
程
で
あ
り
、
か
か
る
活
動
は
一
般
に
意
志
活
動
と
い
わ
れ
、
こ
の
活
動
の
根
擦
と
な
る
も
の
が
意
志
と
呼
ば
れ
る
。

（
6
）
　
意
思
表
示
が
法
律
効
果
を
生
ず
る
に
も
、
ま
ず
他
人
を
し
て
自
己
の
意
思
を
推
漸
さ
せ
る
た
け
の
行
爲
”
表
示
行
爲
を
偉
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
つ
と

　
も
、
内
心
的
主
観
的
事
項
が
法
律
上
全
く
評
慣
の
封
象
と
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
離
婚
原
因
の
一
つ
に
籔
え
ら
れ
る
悪
意
の
遺
棄
を
畢
げ
る
こ

　
と
が
で
き
る
（
民
七
七
〇
1
2
）
。
　
し
か
し
、
こ
の
悪
意
も
軍
濁
で
は
法
律
上
要
件
と
さ
れ
る
こ
と
は
で
ぎ
ず
、
遺
棄
と
い
う
客
観
的
事
實
と
結
び
つ
い
て
始
め

　
て
要
件
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
悪
意
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
把
握
す
る
に
つ
い
て
も
直
感
的
な
把
握
方
法
は
法
の
と
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
外

　
形
的
な
事
實
に
よ
つ
て
悪
意
の
存
在
を
推
断
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
な
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
善
意
・
悪
意
に
つ
い
て
も
い
い
う
る
。
さ
ら
に
、
占
有
意
思
を

　
例
に
と
る
な
ら
ぽ
、
「
自
己
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
意
思
」
の
存
在
を
立
謹
し
よ
う
と
す
る
者
は
　
（
民
一
八
○
）
　
一
鷹
そ
の
意
思
の
存
在
を
推
測
す
る
に
足
る
事
實
を
諦

　
明
す
れ
ば
よ
く
、
そ
れ
か
ら
先
の
畢
謹
は
そ
の
推
測
を
覆
え
そ
う
と
す
る
相
手
方
が
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
だ
が
つ
て
、
所
持
を
開
始
さ
せ
た
事
實
目
占

　
有
の
椹
原
が
占
有
意
思
を
通
常
作
5
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
實
を
護
明
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
一
鷹
意
思
が
謹
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（
末
弘
嚴
太
郎
「
物

　
灌
法
コ
一
〇
九
－
二
一
D
頁
参
照
」
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
占
有
意
思
は
、
個
々
の
所
持
者
の
具
膿
的
な
主
観
を
離
れ
て
、
典
型
的
も
し
く

　
は
抽
象
的
な
意
思
と
し
て
現
わ
れ
る
と
す
る
諭
が
あ
る
（
末
川
博
「
物
穫
法
」
一
九
一
頁
参
照
）
。
代
理
意
思
に
つ
い
て
は
、
明
白
に
こ
の
よ
う
な
説
を
唱
え
る

　
も
の
は
み
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
商
法
五
〇
四
條
の
解
繹
で
、
説
明
の
端
々
に
代
理
意
思
が
代
理
關
係
で
お
ぎ
か
え
ら
れ
て
い
る
の
を
み
る
。

へ
7
4
　
我
妻
・
民
法
講
義
－
二
〇
六
頁
参
照
。

、
8
）
　
た
と
え
ば
、
事
實
上
の
利
盆
は
代
理
人
が
自
ら
牧
め
る
、
た
だ
法
律
上
の
効
果
は
本
人
に
婦
嶢
さ
せ
る
と
い
弓
關
係
が
、
本
人
と
代
理
人
の
間
で
合
意
さ
れ

　
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
代
理
人
に
代
理
意
思
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。
　
こ
れ
に
封
し
て
、
「
－
代
理
行
爲
ノ
事
實
上
ノ
結
果
タ
ψ
利
盆
フ

代
理
意
思
に
つ
い
て

二
七

、
三
四
一
）



代
理
意
思
に
つ
い
て

二
八

（
三
四
二
）

　
本
人
二
蹄
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
場
合
二
代
理
人
力
其
利
盆
ヲ
自
己
二
錨
セ
シ
ム
ル
意
思
ヲ
以
テ
代
理
行
爲
ヲ
爲
ス
ト
キ
ハ
本
人
ノ
代
理
人
ト
シ
テ
代
理
行
爲

　
ヲ
爲
ス
ノ
意
思
ヲ
有
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
ハ
必
シ
モ
明
白
ナ
リ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
得
」
な
い
（
石
坂
・
前
掲
二
〇
四
一
頁
）
。
こ
の
場
合
、
　
い
わ
ゆ
る
代
理
表
示

　
を
し
た
と
し
て
、
こ
れ
に
、
本
人
に
効
果
を
蹄
囑
さ
せ
る
表
示
と
い
う
意
味
を
附
與
し
う
る
で
あ
ろ
5
か
。
或
は
、
表
意
者
が
事
實
上
の
利
盆
だ
け
を
自
ら
牧
め

　
よ
う
と
い
う
表
示
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
は
、
法
的
に
前
者
と
解
繹
さ
れ
る
（
意
思
が
そ
の
よ
う
に
擬
制
さ
れ
る
）
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
9
）
　
私
的
意
思
の
自
治
に
つ
い
て
は
、
0
5
訂
く
寄
α
げ
暑
o
プ
菊
8
耳
ω
づ
ビ
一
霰
8
直
9
昌
園
霧
o
昌
α
①
同
曾
円
Φ
戸
⑫
お
。
U
霞
＜
①
詳
β
四
ω
ψ
認
や

　
凹
淋
刈
●
参
昭
川
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
一
年
二
月
一
〇
日
稿
）


